
 取扱説明書 （本書）

最初に読んでください。基本的な使いかたを説明しています。

 PDF マニュアル （Web からダウンロード）

55 パラメーター・ガイド
本機のすべてのパラメーターについて解説しています。
55 MIDIインプリメンテーション

MIDIメッセージの詳細資料です。

 PDF マニュアルの入手方法
1.	パソコンなどで下記の URL を入力します。
http://www.roland.co.jp/manuals/

I
2.	製品名「RD-2000」を選んでください。

本機を正しくお使いいただくために、ご使用前に「安全上のご注意」（P.2）と「使用上のご注意」（P.4）をよくお読みください。
お読みになったあとは、すぐに見られるところに保管しておいてください。
© 2017 ローランド株式会社

用途別機能ガイド

用途 オススメ機能

ピアノを演奏する ワンタッチピアノ（P.9）
トーン（P.14）

さまざまな音色を演奏する トーン（P.14）
プログラム（P.15）

好みの順番で音色を並べる シーン（P.15）

外部機器を制御する

シーン（P.15）
アサイン（P.17）
Ext Labe Edit（P.18）
パソコンと接続する（P.18）

音色を好みに合わせる 音色をエディットする（P.20）
操作ガイド（P.14）

演奏に必要な各種設定をする Menu 画面（P.26）
システム設定（P.26）

本体の機能をいろいろ使う 多彩な機能使って演奏する（P.24）
操作ガイド（P.14）

本体の設定を記憶する バックアップ（P.27）
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安全上のご注意

 警告
完全に電源を切るときは、コンセントか
らプラグを抜く
RD-2000 の［L］スイッチを切って
も、本機は主電源から完全に遮断さ
れてはいません。完全に電源を切る
必要があるときは、RD-2000 の［L］
スイッチを切ったあと、コンセントからプラグ
を抜いてください。そのため、電源コードの
プラグを差し込むコンセントは、本機にできる
だけ近い、すぐ手の届くところのものを使用し
てください。

Auto Off 機能について
本機は、演奏や操作をやめてから一
定時間経過すると自動的に電源が
切れます（Auto Off 機能）。自動的
に電源が切れないようにするには、
Auto Off 機能を解除してください（P.11）。

分解や改造をしない
取扱説明書に書かれていないことは
しないでください。故障の原因にな
ります。

個人で修理や部品交換はしない
必ずお買い上げ店またはローランド
お客様相談センターに相談してくだ
さい。

 警告
次のような場所で使用や保管はしない
•	温度が極端に高い場所（直射日

光の当たる場所、暖房機器の近く、
発熱する機器の上など）

•	水気の近く（風呂場、洗面台、濡
れた床など）や湿度の高い場所

•	湯気や油煙が当たる場所
•	塩害の恐れがある場所
•	雨に濡れる場所
•	ほこりや砂ぼこりの多い場所
•	振動や揺れの多い場所
•	風通しの悪い場所

指定のスタンドを使用する
本機の設置には、ローランドが推奨
するスタンド（型番：KS-G8B）を
使用してください（P.6）。

不安定な場所に設置しない
本機の設置にスタンド（型番：KS-
G8B）を使用する場合、ぐらつくよ
うな場所や傾いた場所に設置せず、
安定した水平な場所に設置してくだ
さい。機器を単独で設置する場合も、同様に
安定した水平な場所に設置してください。

 警告
電源プラグは AC100V の電源コンセン
トに差し込む
電源プラグは、必ず交流（AC）
100V の電源コンセントに差し込ん
でください。

付属の電源コードを使用する
電源コードは、必ず付属のものを使
用してください。また、付属の電源
コードを他の製品に使用しないでく
ださい。

電源コードを傷つけない
火災や感電の原因になります。

大音量で長時間使用しない
大音量で長時間使用すると、難聴に
なる恐れがあります。万一、聴力低
下や耳鳴りを感じたら、直ちに使用
をやめて専門の医師に相談してくだ
さい。
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安全上のご注意

 警告
異物や液体を入れない、液体の入った容
器を置かない
本機に、異物（燃えやすいもの、硬
貨、針金など）や液体（水、ジュー
スなど）を絶対に入れないでくださ
い。また、この機器の上に液体の入っ
た容器（花びんなど）を置かない
でください。ショートや誤動作など、
故障の原因となることがあります。

異常や故障が生じたときは電源を切る
次のような場合は、直ちに電源を
切って電源コードをコンセントから抜
き、お買い上げ店またはローランド
お客様相談センターに修理を依頼し
てください。
•	電源コードが破損したとき
•	煙が出たり、異臭がしたりしたとき
•	異物が内部に入ったり、液体がこぼれたりし

たとき
•	機器が（雨などで）濡れたとき
•	機器に異常や故障が生じたとき

お子様がけがをしないように注意する
お子様のいる場所で使用する場合や
お子様が使用する場合、必ず大人
のかたが、監視／指導してあげてく
ださい。

落としたり、強い衝撃を与えたりしない
破損や故障の原因になります。

タコ足配線はしない
発熱、発火する恐れがあります。

海外でそのまま使用しない
海外で使用する場合は、お買い上
げ店またはローランドお客様相談セ
ンターに相談してください。

電源コードのアースを確実に取り付ける
電源コードのアースを確実に取り付
けてください。感電の恐れがありま
す（P.11）。

 注意
指定のスタンドのみ使用する
本機は当社製のスタンド（KS-G8B）
とのみ、組み合わせて使用できるよ
う設計されています。他のスタンド
と組み合わせて使うと、不安定な状
態となって落下や転倒を引き起こし、けがを
する恐れがあります。

スタンドを使う前に安全を確認する
取扱説明書に記載の注意事項が守
られていても、取り扱いによっては
スタンドから本機が落下したりスタン
ドが転倒したりする可能性がありま
す。使用にあたっては事前に安全を確認した
上でお使いください。

 注意
電源コードはプラグを持って抜く
断線を防ぐため、必ずプラグを持っ
て電源コードを抜いてください。

電源プラグを定期的に掃除する
電源プラグとコンセントの間にゴミ
やほこりがたまると、火災や感電の
原因になります。
定期的に電源プラグを抜き、乾いた
布でゴミやほこりを拭き取ってください。

長時間使用しないときは電源プラグを抜
く
万一故障したとき、火災の原因にな
ります。

電源コードやケーブルは煩雑にならない
ように配線する
足に引っかけると、本機の落下や転
倒などにより、けがの原因になるこ
とがあります。

上に乗ったり、重いものを置いたりしな
い
転倒や落下によって、けがをする恐
れがあります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししない
感電の原因になります。

移動するときはすべての接続をはずす
本機を移動するときは、電源プラグ
をコンセントから抜き、外部機器と
の接続をはずしてください。

お手入れするときは電源プラグをコンセ
ントから抜く
コンセントから抜いておかないと感
電の原因になります。

落雷の恐れがあるときは電源プラグをコ
ンセントから抜く
コンセントから抜いておかないと故
障や感電の原因になります。

小さな部品はお子様の手の届かないとこ
ろに置く
下記の部品はお子様が誤って飲み
込んだりすることのないよう手の届
かないところへ保管してください。
•	取りはずしが可能な部品

USB キャップ（P.10）
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使用上のご注意
電源について
•	本機を、インバーター制御の製品やモー

ターを使った電気製品（冷蔵庫、洗濯機、
電子レンジ、エアコンなど）と同じコンセン
トに接続しないでください。電気製品の使
用状況によっては、電源ノイズで本機が誤
動作したり、雑音が発生したりすることがあ
ります。電源コンセントを分けることが難し
い場合は、電源ノイズ・フィルターを取り
付けてください。

設置について
•	本機の近くにパワー・アンプなどの大型ト

ランスを持つ機器があると、ハム（うなり）
を誘導することがあります。この場合は、
本機との間隔や方向を変えてください。

•	本機をテレビやラジオの近くで動作させる
と、テレビ画面に色ムラが出たりラジオか
ら雑音が出たりすることがあります。この
場合は、本機を遠ざけて使用してください。

•	本機の近くで携帯電話などの無線機器を使
用すると、着信時や発信時、通話時に本機
から雑音が出ることがあります。この場合
は、無線機器を本機から遠ざけるか、電源
を切ってください。

•	極端に温湿度の違う場所に移動すると、内
部に水滴が付く（結露する）ことがあります。
そのまま使用すると故障の原因になります。
数時間放置して、結露がなくなってから使
用してください。

•	鍵盤の上にものを置いたままにしないでく
ださい。発音しなくなるなど、故障の原因
になります。

•	設置条件（設置面の材質、温度など）によっ
ては、本機のゴム足が設置した台などの表
面を変色または変質させることがあります。

•	本機の上に液体の入った容器などを置かな
いでください。また、表面に付着した液体
は、速やかに乾いた柔らかい布で拭き取っ
てください。

お手入れについて
•	変色や変形の原因となる、ベンジン、シ

ンナー、アルコール類は使用しないでくだ
さい。

鍵盤の取り扱いについて
•	ペンなどで書き込みをしたり、印を付けたり

しないでください。インクが表面のライン
に染み込んで落ちなくなります。

•	シールなどを貼ったりしないでください。粘
着力の強いものでは、シールがはがれなく
なったり、粘着剤によって変色したりするこ
とがあります。

•	ひどい汚れを落とすときは、研磨剤が入っ
ていない市販の鍵盤クリーナーを使ってく
ださい。はじめは軽く拭くようにします。汚
れが落ちないときは、傷がつかないように
徐々に力を入れながら拭くようにしてくだ
さい。

修理について
•	お客様が本機または付属品を分解（取扱説

明書に指示がある場合を除く）、改造された
場合、以後の性能について保証できなくな
ります。また、修理をお断りする場合もあ
ります。

•	修理を依頼されるときは、事前に記憶内容
をバックアップするか、メモしておいてくだ
さい。修理するときには記憶内容の保存に
細心の注意を払っておりますが、メモリー
部の故障などで記憶内容が復元できない場
合もあります。失われた記憶内容の修復に
関しましては、補償も含めご容赦願います。

•	当社では、本機の補修用性能部品（製品の
機能を維持するために必要な部品）を、製
造打切後 6 年間保有しています。この部品
保有期間を修理可能の期間とさせていただ
きます。なお、保有期間を過ぎたあとでも、
故障箇所によっては修理可能の場合があり
ますので、お買い上げ店、またはローラン
ドお客様相談センターにご相談ください。

その他の注意について
•	記憶した内容は、機器の故障や誤った操作

などによって失われることがあります。失っ
ても困らないように、大切な記憶内容はバッ
クアップしておいてください。

•	失われた記憶内容の修復に関しましては、
補償を含めご容赦願います。

•	故障の原因になりますので、ボタン、つまみ、
入出力端子などに過度の力を加えないでく
ださい。

•	ディスプレイを強く押したり、叩いたりしな
いでください。

•	ケーブルを抜くときは、ショートや断線を防
ぐため、プラグ部分を持って引き抜いてく
ださい。

•	本機は多少発熱することがありますが、故
障ではありません。

•	周囲に迷惑がかからないように、音量に十
分注意してください。

•	演奏時の打鍵音や振動は床や壁を通じて意
外によく伝わります。周囲に迷惑がかから
ないように注意しましょう。

•	本機が入っていた梱包箱や緩衝材を廃棄す
るときは、各地域のゴミの分別基準に従っ
てください。

•	エクスプレッション・ペダルは、必ず指定の
ものをお使いください。他社製品を接続す
ると、本体の故障の原因になる場合があり
ます。

•	抵抗入りの接続ケーブルは使用しないでく
ださい。

外部メモリーの取り扱い
•	外部メモリーを使うときは次の点に注意して

ください。また、外部メモリーに付属の注
意事項を守ってお使いください。
•	読み込み中や書き込み中には取りはずさ

ない。
•	静電気による破損を防ぐため、取り扱う

前に身体に帯電している静電気を放電し
ておく。

知的財産権について
•	第三者の著作物（音楽作品、映像作品、

放送、実演、その他）の一部または全部を、
権利者に無断で録音、録画、複製あるいは
改変し、配布、販売、貸与、上演、放送な
どを行うことは法律で禁じられています。

•	第三者の著作権を侵害する恐れのある用途
に、本製品を使用しないでください。お客
様が本製品を用いて他者の著作権を侵害し
ても、当社は一切責任を負いません。

•	製品に内蔵、付属されたコンテンツ（音色
波形データ、スタイル・データ、伴奏パター
ン、フレーズ・データ、オーディオ・ループ、
画像データなど）の著作権は当社が保有し
ています。

•	製品に内蔵、付属されたコンテンツ（ただ
しデモ曲などの楽曲データは除く）を素材
として、お客様が新たな作品を制作、演奏、
録音、配布をすることに関しては、当社の
許諾を必要としません。

•	製品に内蔵、付属されたコンテンツを、そ
のまま、もしくは酷似した形態で取り出し、
別の記録媒体に固定して配布したり、コン
ピューター・ネットワークを通じて公開した
りすることはできません。

•	MMP（Moore Microprocessor 
Portfolio）はマイクロプロセッサーのアー
キテクチャーに関する TPL（Technology 
Properties Limited）社の特許ポートフォ
リオです。当社は、TPL 社よりライセンス
を得ています。

•	ASIO は、Steinberg Media 
Technologies GmbH の商標およびソフト
ウェアです。

•	本製品には、イーソル株式会社のソフトウェ
アプラットフォーム「eParts™」が搭載され
ています。

•	本製品は、T-Engine フォーラム（www.
tron.org）の T-License 2.0 に基づきμ
T-Kernel ソースコードを利用しています。

•	Roland、BOSS、SuperNATURAL、
Ivory Feel は、日本国およびその他の国に
おけるローランド株式会社の登録商標また
は商標です。

•	文中記載の会社名および製品名は、各社の
登録商標または商標です。
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スタンドに設置する
RD-2000 をスタンドに設置するときは、当社製のスタンド KS-G8B をご使用ください。
ご使用になるときは以下のように設置します。
※	スタンドに設置するときは、指などを挟まないよう、十分にご注意ください。

KS-G8B

RD-2000リア・パネルの
印とスタンドの中心を合わ
せる

後ろから見た図

RD-2000 の手前にあるカバー
の折り返しとスタンドのゴム台
の角を合わせる

横から見た図

主な仕様

ローランド RD-2000：デジタル・ピアノ

鍵盤 88 鍵（PHA-50）
電源 AC100V（50 ／ 60Hz）
消費電力 23W
外形寸法 1,412（幅）×367（奥行き）×140（高さ）mm

質量
21.7kg
※	木部品が含まれるため、質量が記載の表示とは多少

異なることがあります。

付属品

取扱説明書
電源コード
ダンパー・ペダル（連続検出対応）
保証書
ローランド ユーザー登録カード

別売品

キーボード・スタンド：KS-G8B
ピアノ・ペダル：RPU-3
ダンパー・ペダル：DP-10
ペダル・スイッチ：DP-2
エクスプレッション・ペダル：EV-5
USB メモリー（※）
※	市販の USB メモリーまたはローランドが販売してい

る USB メモリーをお使いください。ただし、市販さ
れている USB メモリーすべての動作を保証するもの
ではありません。

※	本書は、発行時点での製品仕様を説明しています。最新情報
についてはローランド・ホームページをご覧ください。
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RD-2000 の基本操作
MENU画面
RD-2000 のシステム設定やファイル管理などをします。

TONE画面
RD-2000 起動直後や TONE ボタンを押したときの画面です。

各 ZONE をレイヤーしたときの画面です。

PROGRAM画面
PROGRAM ボタンを押したときの画面です。

SCENE画面

設定項目（カーソル）の移動
1 つの画面に複数の項目が表示されている場合、設定を変更したい
項目名や値が枠で囲まれます。この枠を「カーソル」といい、カー
ソル［H］［I］［K］［J］ボタンで移動します。

つまみやスライダーの操作
つまみやスライダーなどで設定を変更すると、変更したパラメーター
とその値が、ポップアップ画面に表示されます。
ポップアップ画面は、しばらく表示すると自動的に閉じます。

パラメーターによってはポップアップ画面が表示されません。

値の変更
設定値を変更するときは、［DEC］［INC］ボタンやバリュー・ダイヤ
ル、TONE ボタン（テン・キー）を使います。

バリュー・ダイヤル

［DEC］ボタン

［INC］ボタン

［DEC］ボタン、［INC］ボタン
値を大きくするときは［INC］ボタンを押し、小さくするときは［DEC］
ボタンを押します。

目的 操作
連続して値を変
えたいとき ［DEC］ボタンまたは［INC］ボタンを押し続けます。

値を速く変えた
いとき

［INC］ボタンを押しながら［DEC］ボタンを押します。
［DEC］ボタンを押しながら［INC］ボタンを押します。

項目の基準値に
したいとき ［DEC］ボタンと［INC］ボタンを同時に押します。

バリュー・ダイヤル
値を大きくするときは時計回りに回し、小さくするときは反時計回り
に回します。

TONE ボタン（テン・キー）

設定項目によっては、TONE ボタン（［0］〜［9］）をテン・キーと
して使い、数値を直接指定できるものがあります。
TONE ／ PROGRAM ／ SCENE ／ ZONE EDIT 画面でテン・キー
として使うときは、［SHIFT］ボタンを押しながら操作します。テン・キー
で数値を入力すると画面の値が点滅します。点滅している状態では
値が確定されていないので、［ENTER］ボタンを押して確定させます。

値の確定／キャンセル
設定値を確定するときは、［ENTER］ボタンを押します。
キャンセルするときは、［EXIT］ボタンを押します。

［ENTER］ボタン
［EXIT］ボタン
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各部の名称とはたらき

1	 MOD WHEEL 1 ／ 2 
これらのホイールに、いろいろな機能を割り当てられます。
演奏中にこれらのホイールを動かして、割り当てられた機能を使い
ます。

2	［MASTER VOLUME］つまみ
RD-2000 全体の音量を調節します。

3	 MODULATION FX
［ON］ボタン

ボタンを押すたびに、オン／オフが切り替わります。

［TYPE］つまみ

モジュレーション FX のタイプを選びます。

［DEPTH］つまみ

モジュレーション FX のかかる深さを調節します。

［RATE］つまみ

モジュレーション FX のかかる周期を調節します。

［FEEDBACK］つまみ

モジュレーション FX のフィードバック量を調節します。

4	 TREMOLO
［ON］ボタン

ボタンを押すたびに、オン／オフが切り替わります。

［TYPE］つまみ

トレモロのタイプを選びます。

［DEPTH］つまみ

トレモロ効果のかかる深さを調節します。

［RATE］つまみ

トレモロ効果のかかる周期を調節します。

5	 AMP SIM
［DRIVE］つまみ

音の歪み具合を調節します。

［ON］ボタン

ボタンを押すたびに、オン／オフが切り替わります。

6	［ZONE EFFECTS］ボタン
ZONE EFFECT をオン／オフします。
ZONE EFFECT がオンのときは、MODULATION FX、
TREMOLO、AMP SIM のつまみやボタンは各機能の操作子として
動作します。オフのときは、［SELECT］ボタンで選んだ機能の操作
子として動作します。

［SELECT］ボタン

ZONE EFFECT がオフのとき、つまみやボタンの動作を選びます。
ボタンを押すたびに機能が切り替わります。

CTRL、ASSIGN、EQ、REVERB ／ DELAYインジケーター

［SELECT］ボタンで選んでいる機能を表示します。

7	 ZONE
SELECTボタン（1～ 8、USB-AUDIO）

操作する ZONE を選びます。
［SHIFT］ボタンを押しながらこのボタンを押すと、各 ZONE の
ZONE EDIT 画面を表示します。

INT ／ EXT切り替えボタン（1～ 8、USB-AUDIO）

各 ZONE をオン／オフします。
つまみやスライダーで RD-2000 本体を操作するか、外部 MIDI 音源
を操作するかを選びます。

スライダー（S1～ S8、USB-AUDIO）

各ゾーンの音量を調整したり、値を変更したりします。

［LEVEL］ボタン

ボタンを押して点灯させると、スライダーで各 ZONE の音量を調節
できます。

［ASSIGN］ボタン

ボタンを押して点灯させると、スライダーに割り当てた値を変更でき
ます。

［SCENE］ボタン

ボタンを押して点灯させると、TONE ボタンでシーンを呼び出すこと
ができます。
SELECT ボタンで選んでいる ZONE に TW オルガン音色が選ばれ
ているときは、［SHIFT］ボタンを押しながらこのボタンを押すと、ス
ライダーを TW オルガンのハーモニック・バーとして音色を変えるこ
とができます。

トップ・パネル

1	 2	 3	 4	 5	 6	
7	

8	 9	 10	

11	

12	

13	
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取扱説明書

8	

ディスプレイ

トーン名やプログラム名など、さまざまな設定を表示します。

［MENU］ボタン

MENU 画面を表示します。MENU 画面では、RD-2000 全体の設定
をすることができます。

［SHIFT］ボタン

このボタンを押しながら、ボタンやつまみ、コントローラーを操作す
ると、関係する設定画面を呼び出すことができます。詳しくは、「ショー
トカット一覧」（P.28）をご覧ください。
また、このボタンを押しながらパラメーターの値を変更すると、値の
変化が大きくなります。

［EXIT］ボタン

元の画面に戻るときや、操作を中止するときに使います。

［ENTER］ボタン

主に値の確定や操作を実行するときに使います。

9	カーソル・ボタン／バリュー・ダイヤル
バリュー・ダイアル

値を変更します。

［DEC］ボタン、［INC］ボタン

値を変更します。
片方のボタンを押しながら、もう一方のボタンを押すと、値が速く変
わります。
バリュー・ダイヤル値を変更します。

カーソル［K］［J］［H］［I］ボタン

画面の切り替えや、カーソルを移動するときに使います。

10	

［ONE TOUCH PIANO］ボタン

ZONE 1 にピアノ音色を呼び出します。ZONE 1とZONE 5（EXT）
以外はオフになります。
お気に入りの音色も設定できます（STRATUP）。

ご注意 !
このボタンを押してピアノ音色を呼び出すと、以前の設定は失わ
れますのでご注意ください。

［PROGRAM］ボタン

PROGRAM を選びます。

BANK［UP］［DOWN］ボタン

PROGRAM や SCENE のバンクを変更します。

［EXP］ボタン

拡張音色用のバンクを選びます（P.15）。

［SCENE UTILITY］ボタン

SCENE UTILITY MENU 画面を表示します。

［EDIT］ボタン

プログラムの設定を変更することができます。

［TONE DESIGNER］ボタン

TONE DESIGNER 画面を表示します。

［KEY TOUCH］ボタン

キー・タッチを調節します。

［KEY RANGE］ボタン

キー・レンジを設定します。

11	TONE ボタン
各カテゴリーのトーンを選びます。

12	

［WRITE］ボタン

現在の設定をプログラムに記憶します。
特定の画面（System 画面など）でこのボタンを押すと、システム・
パラメーター（P.26）を記憶します。

［STOP／ RESET］ボタン

再生中のソングやリズムを停止します。

［RHYTHM／ SONG］ボタン

ソングやリズムを選ぶ画面を表示します。

［PLAY］ボタン

ソングやリズムを再生します。

［SPLIT］ボタン

スプリット機能をオン／オフします。
鍵域を 2 つに分けて右側と左側で別の音色を演奏することができ
ます。
また、このボタンと［TRANSPOSE］ボタンを同時に押すと、デモ
曲を聴くことができます。

［TRANSPOSE］ボタン

移調して演奏できます。

13	ピッチ・ベンド／モジュレーション・レバー
ピッチ（音の高さ）を変化させたり、ビブラートをかけたりします。

ご注意 !
トーンによっては、レバーを動かしたときの効果が異なるものがあ
ります。また、このレバーによる効果は、トーンごとに決まっており、
変更することはできません。
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リア・パネル（機器の接続）

A	［L］スイッチ
電源をオン／オフします。

B	 AC IN 端子
付属の電源コードを接続します。

※	他の機器と接続するときは、誤動作や故障を防ぐため、必ずすべ
ての機器の音量を絞り、すべての機器の電源を切ってください。

※	エクスプレッション・ペダルは、必ず指定のものをお使いくだ
さい。他社製品を接続すると、本体の故障の原因になる場合
があります。

C	 USB FOR UPDATE 端子
本機のバージョンアップをするときに使います。
普段は USB キャップで保護しておいてください。

D	 USB MEMORY 端子
市販の USB メモリーまたはローランドが販売している USB メモリー
をお使いください。ただし、市販されている USB メモリーすべての
動作を保証するものではありません。

E	 USB COMPUTER 端子
パソコンと接続して、演奏情報やオーディオ信号をや
りとりします。

F	 MIDI 端子（IN、OUT 1、THRU/OUT 2）
外部 MIDI 機器と接続して、MIDI メッセージを送受信します。
THRU/OUT 2 端子は、MIDI THRU または MIDI OUT を切り替え
て使います（P.26）。

G	 PEDAL 端子（DAMPER、FC1、FC2、EXT）
DAMPER 端子に付属のペダルを接続すると、ダンパー・ペダルとし
て使用することができます。

また、FC1、FC2、EXT 端子に接続したペダルにいろいろな機能を
割り当てることができます（P.21）。

H	 INPUT 端子
オーディオ入力端子です。オーディオ・プレーヤーなどと接続します。

I	 SUB OUT 端子（L/MONO、R）
オーディオ信号の出力端子です。モノで出力するとき
は、L/MONO 端子に接続してください。

J	 MAIN OUT 端子（L/MONO、R）
オーディオ信号の出力端子です。アンプなどと接続します。
モノで出力するときは、L/MONO 端子に接続してください。

K	 MAIN OUT 端子（L、R）（XLR タイプ）
オーディオ信号のバランス出力端子です。ミキサーなどと接続し
ます。

※	MAIN OUT 端子のピン配置

1: GND2: HOT

3: COLD

1: GND 2: HOT

3: COLD

TIP: HOT
RING: COLD
SLEEVE: GND

L	 PHONES 端子
ヘッドホンを接続します。
ヘッドホンを接続しても、OUTPUT 端子や BALANCED OUT 端子
からはオーディオ信号が出力されます。

11ページ

18ページ

19ページ

電源コンセントへ

USB メモリー

MIDI 機器を接続します。
オーディオ・ 
プレーヤー

ステレオ・
ヘッドホン

パソコン

A	 B	

C	

D	

E	 F	

G	

H	

I	

ペダル・ユニット
（RPU-3）

エクスプレッション・ペダル（EV-5）
または

ペダル・スイッチ（DP シリーズ）

J	 K	

L	

ミキサーなど
モニター・ 
スピーカー 

（アンプ内蔵）

アップデート専用端子です。普段は
USB キャップで保護しておいてくだ
さい。
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電源コードの接続
感電を防ぐために付属の電源コードを使用し、アースを確実に取り付けてください。
付属の電源コードには、感電と機器の損傷を防ぐためにアース用電極端子を加えた 3 端子のプラグがついています。

2P-3P 変換器

N L

接地コンセント

ターミナル付き
コンセント

アース線

または

2P-3P 変換器
（付属）

電源コード
（付属）

※	先にアース線を接続

55 コンセントが接地コンセント（端子穴が 3 個）の場合、そのままコンセントにプラグを挿し込んでください。
55 コンセントがアースターミナル付コンセント（端子穴が 2 個）の場合、プラグに 2P-3P 変換器をつけ、アース接続後コンセントに挿し込みます。

アースは必ず、電源プラグをコンセントに差し込む前に接続してください。また、アースは必ず、電源プラグをコンセントから抜いてからはずしてください。
コンセントにアース端子がない場合は、電気工事店に接地工事を依頼してください。

 警告：

電源を入れる
正しく接続したら、必ず次の手順で電源を入れてください。手順を間
違えると、誤動作をしたり故障したりすることがあります。

1.	RD-2000 の音量を最小にします。
接続している外部機器の音量も最小にしてください。

2.	［L］スイッチを押します。
電源が入り、ディスプレイが点灯します。

3.	接続している外部機器の電源を入れます。
4.	接続している外部機器の音量を調節します。
5.	RD-2000 の音量を調節します。

電源を切る

1.	RD-2000 の音量を最小にします。
接続している外部機器の音量も最小にしてください。

2.	接続している外部機器の電源を切ります。
3.	［L］スイッチを押します。

電源が切れます。
※	電源を入れる／切るときは、音量を絞ってください。音量を絞っ

ても電源を入れる／切るときに音がすることがありますが、故
障ではありません。

※	完全に電源を切る必要があるときは、本機の［L］スイッチを切っ
たあと、コンセントからプラグを抜いてください。 
詳しくは「完全に電源を切るときは、コンセントからプラグを
抜く」（P.2）をお読みください。

自動で電源を切りたくない場合は、「オート・オフ」
の設定をオフにしてください

本機は、演奏や操作をやめてから一定時間経過すると自動的に電源
が切れます（Auto Off 機能）。
自動的に電源が切れないようにするには、Auto Off 機能を解除して
ください。

ご注意 !

55 電源が切れると編集中の設定は失われます。残しておきたい設
定はあらかじめ保存しておいてください。

55 電源を再びオンにするときは、電源を入れ直してください。

オートオフの設定を変える

1.	MENU 画面で「SYSTEM」を選び、［ENTER］ボタンを押します。
System 画面が表示されます。

2.	「Auto Off」を選び設定を変更します。

パラメーター
［K］［J］

設定値
［DEC］［INC］ 説明

Auto Off

Off 自動で電源を切らない設定にします。

30min 30 分間操作をしないと、自動で電源
が切れます。

240min
（工場出荷時）

240 分間（4 時間）操作をしないと、
自動で電源が切れます。

3.	オート・オフの設定を記憶する場合は、System 画面で［WRITE］
ボタンを押します。

ご注意 !
オート・オフ機能により電源が切れるとさまざまな編集中の設
定は失われます。残しておきたい設定はあらかじめ保存して
おいてください。詳しくは、「音色設定をプログラムに保存す
る（プログラム・ライト）」（P.23）、「システム設定を保存する」

（P.26）をご覧ください。

「オート・オフ」で電源が切れたあとに電源を入れ直すときは
オート・オフで電源が切れたときは、［L］スイッチを切ったあと再び
電源を入れてください。
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RD-2000 の基本構成

コントローラー部
鍵盤、ピッチ・ベンド／モジュレーション・レバー、ホイール、
パネル上のつまみ、スライダー、リア・パネルに接続したペダ
ルなどが含まれます。キーを押す／離す、ダンパー・ペダルを
踏むなどの演奏情報を MIDI メッセージに変換して、音源部や
外部 MIDI 機器に送信します。

音源／エフェクト部
音を発生させたり、変化させたりする部分です。コントローラー
部からの演奏情報をオーディオ信号に変換して、OUTPUT 端
子や PHONES 端子から出力します。

V-Piano Technology 音源（ZONE 1 のみ選択可能）（MD）

S01 から始まる音色で、ピアノを構造から再現する音源です。

ご注意 !
本音源は Modulation FX、Tremolo/Amp Sim、Tone/
Program Remain には対応していません。

SuperNATURAL（SN）／ PCM音源

楽器の種類や特徴を忠実に再現して発音する SuperNATURAL
音色や、さまざまな高品位の音色を収録し演奏できる音源です。
本機では 1000 を超える音色を収録しています。

エフェクト

ZONE 1 ～ 4 には、各 ZONE で独立して設定できる
Modulation FX と Tremolo/Amp Sim があります。
また、ZONEで共通して使えるReverb、Delay、EQもあります。

コントローラー部 音源／
エフェクト部

演奏情報

鍵盤

ピッチ・ベンド

つまみ

スライダー

ホイール

ペダル オーディオ
信号

RD-2000 の概要

メモリーについて
プログラムなどの設定を記憶する場所をメモリーと呼びます。
メモリーを機能別に整理すると、「一時的なメモリー」、「書き換えができるメモリー」、

「書き換えができないメモリー」の 3 つに分けられます。

一時的なメモリー

テンポラリー・エリア

テンポラリー・エリアには、パネル上の TONE ボタンや PROGRAM ボタンで選んだ
トーンやプログラム、シーン、コントローラーの設定が呼び出されます。
鍵盤で演奏するときは、テンポラリー・エリアの設定で音が鳴ります。
テンポラリー・エリアの設定は一時的なもので、電源を切ったり、他の設定を呼び出
したりすると失われます。テンポラリー・エリアの設定を残しておきたいときは、書き
換えができるメモリーに保存します。

書き換えができるメモリー

システム・メモリー

RD-2000 の動作環境を決めるシステム・パラメーターの設定を記憶しています。
システム・パラメーターを記憶させるときは、システムの保存を実行します（P.26）。

ユーザー・メモリー

ユーザー・メモリーには、プログラムやシーンを記憶することができます
（プログラム・ライト：P.23）。

USBメモリー

ユーザー・メモリーにあるプログラムをまとめて保存することができます
（バックアップ・セーブ：P.27）。
USB メモリーは、オーディオ・レコーディングの記録場所としても使用されます。

書き換えができないメモリー

プリセット・メモリー

デモ曲や、トーンはプリセット・メモリーに記憶されており、書き換えはできません。

USB メモリー

RD-2000

書き換えができるメモリー
USBメモリー

バックアップ・ファイル
オーディオ録音されたデータ

書き換えができないメモリー
プリセット・メモリー

トーン
デモ曲

書き換えができるメモリー

ユーザー・メモリー
プログラム

シーン

システム・メモリー

一時的なメモリー
テンポラリー・エリア

トーン／プログラム／シーン
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音の単位

トーン 音色を選んで演奏するのに最適です。

TONE ボタンで選ばれる音色を「トーン」と呼びます。トーンは、8 つの ZONE（ZONE 1 ～ 8）に割り当てて鳴らします。鍵盤から
ZONE を同時に鳴らしたり、鍵域で分けて鳴らしたりすることができます。
Designer 機能（P.21）でトーンをお気に入りの音に調整することもできます。調整したトーンは、プログラムに保存できます。
また、トーンの中には、複数の打楽器音を集めた「リズム・セット」も含まれます。
リズム・セットでは、押さえる鍵盤（ノート・ナンバー）によって異なった打楽器音が鳴るようになっています。

プログラム 各種設定や複数の音色を組み合わせて記憶できます。

PROGRAM ボタンで選ばれる音色を「プログラム」と呼びます。
プログラムは、ZONE に割り当てられたトーンの設定や各 ZONE 共通の設定（リバーブ、ディレイ、EQ など）をまとめて記憶したものです。
プログラムは、お好みの状態を 300 個記憶することができます。

シーン お気に入りのトーンやプログラムをすぐ記憶して並べたり、外部 MIDI 機器を使ったりするのに最適です。

SCENE ボタンで選ばれる音色を「シーン」と呼びます。
シーンは、お気に入りの演奏状態をそのまま記憶することができます。保存したシーンは TONE ボタンから 10 個ずつ最大 100 個呼び出
すことができます。
ライブの曲順でお気に入りの設定を並べて簡単に呼び出したり、外部機器の制御や設定をしたりすることもできます。
トーンやプログラムもそのまま記憶し、音色や設定を変更したり、呼び出す順番を入れ替えたりすることも簡単にできます。

プログラム／シーン

音源／エフェクト部

EQ

USB 
Audio Input

Volume

プログラム名 リズム

MIDI OUT
USB MIDI

※	点線内のエフェクト設定は、TONE 画面や PROGRAM 画面で音色を選んだとき
の ZONE 1 の設定が反映されます。

Comp

コントローラー部

ペダル

モジュレーション

スライダーつまみ

モジュレーション・
ホイール

キー・タッチ

ピッチ・ベンド

External 1

External 2

External 3

External 4

External 5

External 6

External 7

External 8

Internal 1

Internal 2

Internal 4

Internal 5

Internal 6

Internal 7

Internal 8

Internal 3

Delay Reverb

Sympathetic 
Resonance 

（Piano Only）

Tone

Tone

Tone

Tone

Tone

Tone

Tone

Tone

USB-AUDIO 
OUTPUT/
AUDIO REC

Sub Out

Output

ZONE 1

ZONE 2

ZONE 3

ZONE 4

ZONE 5

ZONE 6

ZONE 7

ZONE 8

Tone（S タイプ：ZONE 1 のみ）
Reverb

Output

Sub Out

Delay

Volume 
Pan

V-Piano 
Technology

コントローラー部の
受信設定

Tone 
Color

Tone（A タイプ：ZONE 1 ～ 4）
Sympathetic 
Resonance

Reverb
Output

Sub Out

Delay

Modulation 
FX

Tone 
Color

Tremolo 
Amp Sim

Volume 
Pan

SuperNATURAL 
PCM

コントローラー部の
受信設定

Tone（B タイプ：ZONE 5 ～ 8）
Reverb

Output

Sub Out

Delay

Volume 
Pan

SuperNATURAL 
PCM

コントローラー部の
受信設定

Tone 
Color
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操作ガイド

全体の音量を調節する

1.	［MASTER VOLUME］つまみを回します。

ZONE ごとの音量を調節する

操作するZONEを選ぶ
各種操作が有効になる ZONE を 1 つ選びます。

1.	SELECT［S1］～［S8］ボタンを押します。

メモ
複数の ZONE を同時に選ぶことはできません。

各ZONEのオン／オフを設定する

1.	INT/EXT［S1］～［S8］ボタン
を押して、各ZONEのオン（点灯）
／オフ（消灯）を設定します。

メモ
［SHIFT］ボタンを押しながら
INT/EXT［S1］～［S8］ボタ
ンを押すと、各 ZONE のつまみやスライダーの操作対象を（RD-
2000：赤点灯 , 外部機器：緑点灯）切り替えることができます。

ご注意 !
ZONE 5 ～ 8 にエフェクトをかけることはできません。
また ZONE 5 ～ 8 も INTERNAL ZONE に設定する場合、各コ
ントローラーの情報が極端に多いとRD-2000に大きな負荷がかか
り、鍵盤からの演奏情報を処理しきれなくなることがあります。

各ZONEの音量を調節する

1.	スライダー［S1］～［S8］で各 ZONE の音量を調節します。

割り当てられた機能で音を変化させる
（Mod WHEEL1 ／ 2）

モジュレーション・ホイールにいろいろな機能が割り
当てられます（P.21）。
演奏中にモジュレーション・ホイールを動かして、割り
当てられた機能をコントロールします。

音の高さをリアルタイムに変化させる
（ピッチ・ベンド・レバー）

鍵盤を弾きながらレバーを左に倒すとピッチが下がり、
右に倒すとピッチが上がります。これをピッチ・ベンド
効果といいます。
レバーを左または右に倒しながら奥に倒したときは、ピッチ・ベンド
とモジュレーションの効果が同時に得られます。

ビブラートやダイナミクスをつける
（モジュレーション・レバー）

レバーを向こう側に倒すとビブラートがかかります。
これをモジュレーション効果といいます。
レバーを左または右に倒しながら奥に倒したときは、
ピッチ・ベンドとモジュレーションの効果が同時に得られます。

ボタンを効かないようにする（パネル・ロック）
パネル・ロックをすると、ボタンやつまみの操作ができなくなります。
ステージなどで、誤って設定を変えてしまうことがありません。

1.	［MENU］ボタンを押しながら［ENTER］ボタンを押します。

パネル・ロックのポップアップ画面がしばらく表示されたあと消えて、
TONE 画面、PROGRAM 画面の右上や SCENE 画面の左上にパネ
ル・ロックを示すアイコンが表示されます。

2.	パネル・ロックを解除するときは、［EXIT］ボタンを 2 回続けて押
します。

移調して演奏する（トランスポーズ）
トランスポーズの設定は、C4 を基準に半音単位で -48 〜 0 〜 +48
の範囲で設定できます。

1.	［TRANSPOSE］ボタンを数秒間押し続けます。
現在の設定値が表示されます。

2.	［TRANSPOSE］ボタンを押したまま［DEC］［INC］ボタンまた
は鍵を押して、トランスポーズ量を設定します。

［TRANSPOSE］ボタンから指を離すと、画面は元に戻ります。
トランスポーズ量が設定されると、トランスポーズがオンになり、

［TRANSPOSE］ボタンが点灯します。

メモ

55 C4（ド）の鍵を押したとき、トランスポーズ量は「0」になります。
たとえば、「ド」の鍵を弾いたときに「ミ」の音が出るようにす
るには、［TRANSPOSE］ボタンを押しながら、E4（ミ）の鍵
を押します。このときの、トランスポーズ量は「+4」になります。

55 ZONE ごとに異なるトランスポーズ量を設定することができま
す。詳しくは、『パラメーター・ガイド』（PDF）をご覧ください。

ご注意 !
トランスポーズ量が 0 のときは、［TRANSPOSE］ボタンを押して
も点灯しません。

音色を選ぶ（TONE ／ SCENE ／ PROGRAM）

トーンを選ぶ

1.	［SCENE］ボタンを消灯させます。
または、［One Touch Piano］ボタンを押します。

2.	SELECT［S1］～［S8］ボタンを押して、操作する ZONE を選びます。
3.	TONE ボタンのいずれかを押して、トーンの種類（カテゴリー）を

選びます。

4.	［INC］［DEC］ボタンやバリュー・ダイヤルで、トーンを選びます。

メモ

55［SHIFT］ボタンを押しながら、［INC］［DEC］ボタンやバリュー・
ダイヤルを使うと、トーンのカテゴリーの先頭音色を選べます。

55 S01 から始まる音色は ZONE 1 専用の音色です。このピアノ
音色は ZONE 2 ～ 8 で選ぶことはできません。

テン・キーでトーンを選ぶ

1.	［SHIFT］ボタンを押しながら、［0］〜［9］ボタンを押して、トー
ン番号を入力します。
トーン番号の入力中は値が点滅します。
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2.	［SHIFT］ボタンから指を離します。
トーン番号が確定します。

メモ
S 音色は［SHIFT］ボタンを押しながら［ONE TOUCH PIANO］
ボタンを押して入力します。EXP A/B は［SHIFT］ボタンを押し
ながら［EXP］ボタンを押して入力します。

EXPカテゴリーを選ぶ

［EXP］ボタン
拡張音色用のバンクです。
A/B は［EXP］ボタンを押すと切り替わります。
音色ライブラリー・サイト Axial にある多彩な種類のトーンを、本機
に追加することができます。
詳しくは、Axial サイトをご覧ください。
& �http://axial.roland.com/

プログラムを選ぶ
RD-2000 には A ～ O の 15 のバンクがあり、それぞれ 20 個のプ
ログラムを保存することができます（合計 300 個）。

1.	［PROGRAM］ボタンを押して、点灯させます。
2.	BANK［UP］［DOWN］ボタンを押して、プログラムのバンク

（A 〜 O）を選びます。
3.	［INC］［DEC］ボタン、バリュー・ダイヤルでプログラム番号を選

びます。

テン・キーでプログラムを選ぶ

1.	BANK［UP］［DOWN］ボタンを押して、プログラムのバンク
（A 〜 O）を選びます。
2.	［SHIFT］ボタンを押しながら［0］〜［9］ボタンを押して、プロ

グラム番号を入力します。
プログラム番号の入力中は値が点滅します。

3.	［SHIFT］ボタンから指を離します。
プログラム番号が確定します。

シーンを登録する

1.	シーンに登録したい設定やプログラムまたはトーンを選びます。
2.	［SCENE］ボタンを押しながら BANK［UP］［DOWN］ボタンを

押して登録先にしたいプログラムのバンクを選び、TONE ボタン
を 1 つ押します。
現在選んでいるトーンやプログラムが、そのときの演奏状態のまま
登録されます。

点灯しているボタン すでにシーンが登録されています。
点滅しているボタン シーンが登録されていません。

現在選んでいるシーンを他のボタンに登録したり、設定を変えて上
書きしたりすることもできます。

シーンを呼び出す
よく使うプログラムなどの設定を最大 100 個記憶できます。各
TONE ボタンに 1 個ずつ登録することができます。1 バンクに 10
個登録できるので、瞬時に呼び出すことができます。

1.	［SCENE］ボタンを押して、点灯させます。
2.	点灯している TONE ボタンのいずれかを押して、シーン（0 ～ 9）

を選びます。

メモ
消灯している TONE ボタンは押しても選べません。

トーンを重ねる
TONE ボタンを押す順序に従って、最大 4 つの ZONE

（ZONE 1 ～ 4 のみ）を重ねて鳴らすことができます。

1.	TONE ボタンを 2 〜 4 つ順番に重ねて押します。

ご注意 !
直前の音色が編集されている場合、この操作を実行すると編集
内容は失われます。大切な音色はあらかじめ保存しておいてくだ
さい。

ZONEのトーンを変える

1.	SELECT［S1］～［S8］ボタンを押して、ZONE を選びます。
選んだ ZONE のトーン番号にカーソルが移動します。

2.	「トーンを選ぶ」（P.14）の手順で、トーンを選びます。

鍵盤を 2 つの鍵域に分ける（スプリット）

1.	［SPLIT］ボタンを押して、点灯させます。
鍵盤右側で ZONE 1 のトーン、鍵盤左側で ZONE 4 のトーンが鳴
ります。

スプリット・ポイント（F#3）

ZONE 4 ZONE 1

2.	スプリットを解除するときは、［SPLIT］ボタンを押して消灯させ
ます。

音域の分かれる位置を変える（スプリット・ポイント）

1.	［SPLIT］ボタンを押したまま、スプリット・ポイントにしたい鍵を押
します。
スプリット・ポイントが表示されます。

［SPLIT］ボタンから指を離すと画面が元に戻ります。
スプリット・ポイントの鍵は、ZONE 4 に含まれます。

ZONE 4 のトーンを変える

1.	SELECT［S4］ボタンを押して、ZONE 4 を選びます。
2.	「トーンを選ぶ」（P.14）の手順でトーンを選びます。

メモ
KEY RANGE 機能を使うと、ZONE ごとに鍵域を自由に設定する
ことができます。

ZONE 1
ZONE 2

ZONE 3
ZONE 4 

各ZONEの設定を変える
各 ZONE を、オン／オフどちらかに設定することができます。

1.	INT/EXT ボタンが消灯をするまで、ボタンを何度か押します。
ZONE が OFF になります。

2.	もう一度 INT/EXT ボタンを押します。
ボタンが点灯し、ZONE がオンになります。
表示している機能が使えるようになります。
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音に響きをつける（リバーブ）
リバーブをかけると、コンサート・ホールなどで演奏しているような
心地よい響きが得られます。

1.	ZONE EFFECTS［SELECT］ボタンを何度か押して、「REVERB/
DELAY」を選びます。

2.	REVERB［TYPE］つまみを回して、リバーブ・タイプを選びます。
3.	REVERB［LEVEL］［TIME］［PRE DELAY］つまみで、リバーブ

のかかり具合を調節します。

メモ

55 ZONE EFFECTS［SELECT］ボタンで「CTRL」を選ぶと、［REV 
SEND］つまみでリバーブ・センド・レベルを調節できます。
この値が「0」になっているときは、REVERB［LEVEL］～［PRE 
DELAY］つまみを回しても効果はかかりません。 
& �ZONE の設定（ZONE EDIT）の「REV（Reverb Send 

Level）」
55［SHIFT］ボタンを押しながら、REVERB［LEVEL］～［PRE 
DELAY］つまみを回すと、Reverb 画面が表示されます。
Reverb 画面では、リバーブのタイプをはじめ、リバーブに関
するパラメーターを設定できます。

音にディレイをかける（ディレイ）
ディレイをかけると、音に立体的な広がりと厚みを持たせることがで
きます。

1.	ZONE EFFECTS［SELECT］ボタンを何度か押して、「REVERB/
DELAY」を選びます。

2.	［DELAY ON］ボタンを押して、点灯させます。
押すたびに、ディレイ効果のオン／オフが切り替わります。

3.	DELAY［TYPE］つまみを回して、ディレイ・タイプを選びます。
4.	DELAY［LEVEL］［TIME］［FEEDBACK］つまみでディレイのか

かり具合を調節します。

メモ
ZONE EFFECTS［SELECT］ボタンで「CTRL」を選ぶと、［DLY 
SEND］つまみでディレイ・センド・レベルを調節できます。この
値が「0」になっているときは、DELAY［LEVEL］～［FEEDBACK］
つまみを回しても効果はかかりません。 
& �ZONE の設定（ZONE EDIT）の「DLY（Delay Send Level）」

エフェクトをかける（モジュレーション FX）
MODULATION FX セクションでは、ZONE 1 ～ 4 においてモジュ
レーション系のエフェクトをはじめ、さまざまなエフェクトをかけるこ
とができます。

メモ
ZONE 5 ～ 8 では、エフェクトはかけられません。

1.	［ZONE EFFECTS］ボタンを押して、点灯させます。
2.	MODULATION FX セクションの［ON］ボタンを押して、点灯さ

せます。
ボタンを押すたびに、エフェクトがオン／オフします。

3.	MODULATION FX セクションの［ＴＹＰＥ］つまみで、エフェクト
の種類を選びます。
モジュレーション FX で使えるエフェクトは「パラメーター・ガイド」

（PDF）をご覧ください。

4.	MODULATION FXセクションの［DEPTH］［RATE］［FEEDBACK］
つまみを回して、エフェクトのかかり具合を調節します。

メモ
エフェクト・パラメーターについて、詳しくは『パラメーター・ガイド』

（PDF）をご覧ください。PDF の入手方法は表紙の「PDF マニュ
アルの入手方法」をご覧ください。
※	Program Edit の「Pedal」を設定すると、ペダルにアサイン

することができます。このとき、SYSTEM 設定の「Control 
Destination」が PROGRAM の場合は、ZONE の設定

（ZONE EDIT）で「MOD FX（Modulation FX Control 
Destination）」にチェックが付いている ZONE のトーンをコン
トロールすることができます。

トレモロをかける（トレモロ）
トレモロ・セクションでは、トレモロのかかる周期を変えたり、トレモ
ロ効果の深さを調節したりすることができます。

メモ
トレモロは ZONE 1 ～ 4 のみかかります。ZONE 5 ～ 8 はかけ
られません。

1.	［ZONE EFFECTS］ボタンを押して、点灯させます。
2.	TREMOLO セクションの［ON］ボタンを押して、点灯させます。

ボタンを押すたびに、トレモロがオン／オフします。

3.	TREMOLO セクションの［TYPE］つまみを回して、トレモロ波形
を選びます。

4.	TREMOLO セクションの［DEPTH］［RATE］つまみを回して、ト
レモロのかかり具合を調節します。
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歪み具合を調節する（アンプ・シミュレーター）
AMP SIM セクションでは、音の歪み具合を調節することができます。

1.	［ZONE EFFECTS］ボタンを押して、点灯させます。
2.	AMP SIM セクションの［ON］ボタンを押して、点灯させます。

ボタンを押すたびに、アンプ・シミュレーターがオン／オフします。

3.	AMP SIM セクションの［DRIVE］つまみを回して、音の歪み具合
を調節します。

メモ
トレモロやアンプ・シミュレーターは Program Edit の「Pedal」
を設定すると、ペダルにアサインすることができます。
このとき、SYSTEM 設定の「Control Destination」が
PROGRAM の場合は、ZONE の設定（ZONE EDIT）で「TR/
AMP（Tremolo/Amp Control Destination）」にチェックが付
いている ZONE のトーンをコントロールすることができます。

トレモロやアンプ・シミュレーターの種類を変える

1.	TREMOLO［ON/OFF］ボタンまたは AMP SIM［ON/OFF］
ボタンを押しながら、［INC］［DEC］ボタンまたはバリュー・ダイ
ヤルを回します。

メモ
トレモロやアンプ・シミュレーターについて、詳しくは『パラメー
ター・ガイド』（PDF）をご覧ください。PDF の入手方法については、
表紙の「PDF マニュアルの入手方法」をご覧ください。

音の各帯域のレベルを調節する（イコライザー）
RD-2000 には、5 バンドのイコライザーが搭載されています。

1.	ZONE EFFECTS［SELECT］ボタンで「EQ」を選びます。
2.	［EQ ON］ボタンを押して、点灯させます。
3.	つまみで各音域のレベルを調節します。

ご注意 !
つまみの設定によっては、音が歪むことがあります。そのときは、
Input Gain を調節してください。

メモ

55 プログラムを変えても、イコライザーの設定を変わらないよ
うにすることができます。「システムの設定」の EQ Mode

（P.26）を「REMAIN」に設定してください。
55 イコライザーについて、詳しくは『エフェクト・パラメーター・
ガイド』（PDF）をご覧ください。PDF の入手方法については、
表紙の「PDF マニュアルの入手方法」をご覧ください。

つまみに機能を割り当ててコントロールする（アサイン）

つまみやボタンに機能を割り当てる

1.	ZONE EFFECTS［SELECT］ボタンで「ASSIGN」を選びます。
2.	［SHIFT］ボタンを押しながら ASSIGN［1］〜［8］つまみのいず

れかを回します。または、［SHIFT］ボタンを押しながら ASSIGN［9］
ボタンを押します。
Assign1-9 画面が表示されます。ASSIGN［1］〜［8］つまみと
ASSIGN［9］ボタンに割り当てる機能を設定できます。

つまみやボタンに割り当てた機能を使う

1.	ZONE EFFECTS［SELECT］ボタンで「ASSIGN」を選びます。
2.	ASSIGN［1］〜［8］つまみを回して、効果のかかり具合を調節

します。
ASSIGN［9］ボタンを押すと、割り当てた機能の効果が切り替わり
ます。

ご注意 !
SELECT で選ばれている ZONE にのみ、各効果がかかります。
SYSTEM 設定の「Control Destination」を PROGRAM にした
場合、ZONE の設定（ZONE EDIT）の「A1 〜 A9（Assign 
1 〜 9 Control Switch）」のチェック・ボックスにチェックがない
ZONE は、各 ASSIGN つまみや ASSIGN［9］ボタンを操作して
も、効果はかかりません。

メモ
選ばれているプログラムやトーンの状態によっては、割り当てる機
能が対応しておらず期待する効果が得られない場合があります。
音色を切り替えたときに呼び出される値は、初期値または直近に
操作した値のどちらかが選ばれます。
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プラグイン・シンセを使ってライブ演奏する
パソコンにインストールされているプラグイン・シンセサイザーを、
RD-2000 で演奏します。

External ZONE 
の演奏情報

（USB MIDI）
パソコンの音声 

（USB オーディオ）

Internal ZONE の
演奏（オーディオ）

パソコンにインストールされた
プラグイン・シンセサイザー

Output

パソコンと接続する
RD-2000 をお使いになるためには、パソコンで以下の URL からドラ
イバーをダウンロードしてインストールする必要があります。
インストールについて詳しくは、ローランド・サポート・ページをご
覧ください。
& https://www.roland.com/jp/support/

USBドライバーを設定する

USB COMPUTER 端子を使ってパソコンと接続するときに、使用す
る USBドライバーを設定します。

1.	MENU 画面で「SYSTEM」を選び、［ENTER］ボタンを押します。
2.	「USB Driver」パラメーターを、「VENDER」に設定します。

パラメーター
［K］［J］

設定値
［DEC］［INC］ 説明

USB Driver

VENDER
ローランドのホームページからダウンロード
した USBドライバーをお使いのときに選び
ます。

GENERIC
パソコンに標準添付の USBドライバーをお使
いのときに選びます。
※	MIDI のみ使えます。

3.	設定を保存します。
& �「システム設定を保存する」（P.26）

4.	RD-2000 の電源を入れ直します。

MIDIコントローラー機能を使う
RD-2000 の MIDI OUT 端子、USB MIDI OUT から、本体のつま
み操作や鍵盤の情報を MIDI メッセージとして出力できます。

1.	MIDI 出力させたい ZONE の Select ボタンを押します。
2.	［SHIFT］ボタンを押しながら、選んだ ZONE の INT/EXT ボタン

を何度か押して緑色に点灯させます。
ZONE の設定に従い MIDI メッセージを出力します。
消灯、もしくは赤色の場合は MIDI メッセージは出力しません。

3.	ZONE EFFECTS［SELECT］ボタンを何度か押して、「CTRL」ま
たは「ASSIGN」を選びます。
つまみ［1］～［8］の情報は、「CTRL」、「ASSIGN」が選ばれてい
るときに出力されます。

「EQ」、「REVERB/DELAY」を選んでいるときは、MIDI 情報は出力
されません。

4.	スライダーの［LEVEL］ボタン、または［ASSIGN］ボタンを点灯
させます。
スライダー［S1］～［S8］は、［LEVEL］ボタン、［ASSIGN］ボタ
ンに応じて MIDI 情報を出力します。

メモ
ZONE EDIT（P.21）の「EXTERNAL」タブで、詳細設定をす
ることができます。

5.	設定した内容はシーンやプログラムに登録します。
& �「シーンを登録する」（P.15）
& �「音色設定をプログラムに保存する（プログラム・ライト）」
（P.23）

External ZONEに名前を付ける（Ext Label Edit）
External ZONE にラベルをつけることができます。
各画面で外部機器名として表示されます。

1.	［MENU］ボタンを押します。
2.	カーソル・ボタンで「Ext Label Edit」を選び、［ENTER］ボタン

を押します。
3.	名前を付けたい ZONE を選び、［ENTER］ボタンを押します。

キャンセルするときは、［EXIT］ボタンを押します。

4.	名前を付けて［ENTER］ボタンを押します。

ネーム入力の操作については、「音色設定をプログラムに保存する
（プログラム・ライト）」（P.23）をご覧ください。
確認のメッセージが表示されます。
キャンセルするときは、［EXIT］ボタンを押します。

外部シーケンサーに録音するのに最適な設定にする（Rec Mode）
外部シーケンサーに INTERNAL PART を録音するときは、Rec 
Mode 機能を使うと便利です。
Rec Mode 機能を使うと、ZONE やチャンネルの設定をせずに外部
シーケンサーでの録音に最適な設定にすることができます。

1.	MENU 画面で「Local Control」を選び、［ENTER］ボタンを押
します。

2.	Rec Mode のパラメーターを設定します。

パラメーター
［K］［J］

設定値
［DEC］［INC］ 説明

Rec Mode OFF、ON
ON にすると、レイヤーの設定に関係なく、
MIDI OUT 端子からの出力が録音に適した設
定になります。通常は OFF にしておきます。

（電源投入時は OFF）
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USB オーディオを使う
RD-2000 はパソコンなどの機器と USB 接続して、オーディオ信号を
扱うことができます。
USB オーディオ機能を使うためには、「VENDER」ドライバーをイン
ストールしてください。
& �詳しくは「パソコンと接続する」（P.18）をご覧ください。

USBオーディオ入力の調整
USB接続したパソコンなどの機器から入力されるオーディオの設定を
します。

1.	ZONE の SELECT［USB-AUDIO］ボタンを押します。
USB-AUDIO メニューが表示されます。

2.	カーソル・ボタンで「USB Audio Input Switch」を選びます。
3.	［DEC］［INC］ボタン、バリュー・ダイヤルで値を「ON」に変更

します。
接続した機器からのオーディオ入力が、オンになります。

4.	カーソル・ボタンで「USB Audio Input Volume」を選び、［DEC］
［INC］ボタンやバリュー・ダイヤルで入力レベルを調節します。

メモ
「USB Audio In/Out Select」が IN の場合はスライダーで値を
変更することもできます。

USBオーディオ出力の調整
USB 接続したパソコンなどの機器に、本機のオーディオを出力し
ます。

1.	ZONE の SELECT［USB-AUDIO］ボタンを押します。
USB-AUDIO メニューが表示されます。

2.	カーソル・ボタンで「USB Audio Output Switch」を選びます。
3.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルで、値を ON に

変更します。
接続した機器へのオーディオ出力がオンになります。

4.	カーソル・ボタンで「USB Audio Output Level」を選び、
［USB-AUDIO］スライダーで出力レベルを調節します。
［DEC］［INC］ボタン、バリュー・ダイヤルで値を変更することもで
きます。

USBオーディオをパネルの操作子で調整する
パネル上のボタン、つまみ、スライダーなどの操作対象を入力／出
力のどちらにするか選びます。

1.	ZONE の SELECT［USB-AUDIO］ボタンを押します。
USB-AUDIO メニューが表示されます。

2.	カーソル・ボタンで「USB Audio In/Out Select」を選びます。
3.	［DEC］［INC］ボタン、バリュー・ダイヤルで設定を変更します。

設定によって INT/EXT ボタンの色が変わります。

USB Audio In/Out Select ［INT/EXT］ボタンの色
INPUT（入力） 緑
OUTPUT（出力） 赤

メモ
［SHIFT］ボタンを押しながら、ZONE の INT/EXT ボタンを押し
て変更することもできます。

SUB OUT を使う
RD-2000 はオーディオ信号の出力先として、MAIN OUT 端子のほ
かに SUB OUT 端子を備えています。
目的に応じて ZONE や USB オーディオからのオーディオ信号を出力
することができます。

ご注意 !

55 SUB OUTへ出力されるオーディオ信号にMASTER VOLUME
は効きません。 
オーディオ・レベルはZONEごとのレベル設定で出力されます。

55 SUB OUT へ出力されるオーディオ信号に、リバーブとディレ
イは効きません。

ZONEごとの設定

1.	［SHIFT］ボタンを押しながら SELECT［1］～［8］ボタンを押します。
ZONE EDIT 画面が表示されます。

2.	カーソル・ボタンで「INTERNAL」の「VOL」タブを選びます。
3.	カーソル・ボタンで変更したい項目を選び、［DEC］［INC］ボタン

またはバリュー・ダイヤルで値を選びます。

MAIN MAIN OUT 端子からオーディオ信号を出力します。
SUB SUB OUT 端子からオーディオ信号を出力します。

4.	設定した ZONE の出力レベルを、スライダーで調整します。

USBオーディオの設定

1.	ZONE の SELECT［USB-AUDIO］ボタンを押します。
USB-AUDIO メニューが表示されます。

2.	カーソル・ボタンで「USB Audio Output Assign」を選び、［DEC］
［INC］ボタン、バリュー・ダイヤルで値を選びます。

MAIN MAIN OUT 端子から USB オーディオ信号を出力します。
SUB SUB OUT 端子から USB オーディオ信号を出力します。

3.	カーソル・ボタンで「USB Audio In/Out Select」を選び、［DEC］
［INC］ボタン、バリュー・ダイヤルで「IN」を選びます。
4.	USB オーディオの出力レベルを、スライダーで調整します。

MAIN OUT端子から一時的に出力する
SUB OUT 端子から出力するオーディオ信号を、MAIN OUT 端子
から出力することもできます。

ご注意 !

55 SUB OUT 端子に設定した ZONE には、リバーブやディレイ
は効きません。

55「MIX」に設定すると、SUB OUT 端子から音が出なくなります。
55「MIX」に設定すると、MASTER VOLUME が効くようになり
ます。

1.	MENU 画面で「SYSTEM」を選び、［ENTER］ボタンを押します。
SYSTEM EDIT 画面が表示されます。

2.	カーソル［K］［J］ボタンで、「SYSTEM」タブを選びます。
3.	カーソル・ボタンで「Output Mix/Parallel」を選び、［INC］［DEC］

ボタン、バリュー・ダイヤルで値を選びます。

MIX 設定に関係なくMAIN OUT 端子からオーディオ信号を出力し
ます。

PARALLEL 設定によりMAIN OUT 端子、SUB OUT 端子のそれぞれか
らオーディオ信号を出力します。
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音色をエディットする

音のキャラクターを変化させる（トーン・カラー）
［TONE COLOR］つまみを回すと、音色ごとに音質や音像などを変
化させることができます。

1.	ZONE EFFECTS［SELECT］ボタンで、「CTRL」を選びます。
2.	［TONE COLOR］つまみで、効果のかかり具合を調節します。

メモ

55 効果によって、ポップアップ表示が異なります。
55トーンやプログラムを選ぶと、各トーンが持っている Tone 
Color の初期値に戻ります。

ご注意 !
つまみを回して効果が変わる対象は、PROGRAM ごとに指定
することができます。その場合は、System 設定で「Control 
Destination」を「PROGRAM」に切り替えてから、ZONE の
設定（ZONE EDIT）の「TON CLR（Tone Color Control 
Destination）」で効果を変更したい ZONE を選んでください。

メモ
調整した音色は、［WRITE］ボタンでプログラムに保存することが
できます（P.23）。

トーン・カラーの主な効果
55 Stereo Width & Pan Key Follow
55 Morphing
55 Boost
55 Harmonic Bar

つまみを使って音作りをする
RD-2000 は、簡単な操作で音色を作ることができます。
実際に例に挙げて、RD-2000 で音を作るための操作と特徴を説明し
ます。

音色を選ぶ

1.	TONE 画面（P.7）で［DEC］［INC］ボタンやバリュー・ダイ
ヤルを使って、音色 0069「Tine E.Piano」を選びます。

Pops や Jazz などでよく使用される、とろけるような心地よい E. ピ
アノのトーンが選ばれます。

音質を調整する

2.	ZONE EFFECTS［SELECT］ボタンを何度か押して、CTRL 欄の
LED を点灯させ、［TONE COLOR］つまみを一番左に回してから、
徐々に右に回します。

ポロポロというやわらかいアタックの音から、徐々に鋭いアタックの
音に変わっていき、最後にはとてもきらびやかな音に変化していき
ます。
お好みの音質に調整してください。

トレモロを調整する

3.	［ZONE EFFECT］ボタンを押して、点灯させます。
4.	TREMOLO［ON］ボタンを点灯させ ON にし、音に左右の揺ら

ぎを与えるトレモロ効果を調整します。

TREMOLO［RATE］つまみを回すと、音が左右に動くスピードが変
わります。
TREMOLO［DEPTH］つまみを回すと、音が左右に動く振れ幅が
変わります。演奏する曲に合った状態に調整します。
トレモロが不要の場合は、TREMOLO［ON/OFF］ボタンを消灯し
て OFF にします。

アンプ・シミュレーターを調整する

5.	AMP SIM［ON］ボタンを点灯させ ON にし、AMP SIM［DRIVE］
つまみを回します。

つまみを右に回すほど、音に歪みが加わっていきます。
激しく歪ませて荒々しい音にするのも良いですが、隠し味として、うっ
すらと歪ませるのも良いかもしれません。

モジュレーションFXを調整する

6.	MODULATION FX［ON］ボタンを点灯させ ON にします。

エフェクトをかけることができます。
MODULATION FX［RATE］つまみとMODULATION FX［DEPTH］
つまみでお好みのセッティングに調整してください。
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MODULATION FX［TYPE］つまみで MODULATION FX を切り
替えることができます。

作った音色を保存する

7.	お好みの音色ができあがったら、プログラムに保存します。
& �「音色設定をプログラムに保存する（プログラム・ライト）」

（P.23）
次からは、保存したプログラムを選ぶだけで、お好みの音色を選ん
ですぐに演奏することができます。

プログラムをエディットする（プログラム・エディット）

1.	PROGRAM 画面で［EDIT］ボタンを押します。

PROGRAM EDIT MENU 画面が表示されます。

2.	カーソル・ボタンで設定したい項目を選び、［ENTER］ボタンを押
します。
各項目の設定画面が表示されます。

プログラム・エディット・メニュー

Zone Edit 各 ZONE（1 ～ 8）の設定をします。
Key Touch 鍵盤のタッチ感を設定します。
Pedal ペダルの設定をします。

Assign
モジュレーションホイールやスライダー、
ASSIGN［1］〜［8］つまみと ASSIGN［9］
ボタンのはたらきを設定します。

Reverb リバーブの設定をします。
Delay ディレイの設定をします。
EQ イコライザーの設定をします。

& �プログラム・エディットについて詳しくは『パラメーター・ガイド』
（PDF）をご覧ください。PDF の入手方法は表紙の「PDF マニュ
アルの入手方法」をご覧ください。

3.	設定したいパラメーターを選び、［DEC］［INC］ボタンまたはバ
リュー・ダイヤルで値を変更します。

［EXIT］ボタンを押すと、PROGRAM EDIT MENU 画面に戻ります。

4.	手順 2 〜 3 を繰り返します。
5.	設定が終わったら、［EXIT］ボタンを何回か押して TONE 画面ま

たは PROGRAM 画面に戻ります。

ご注意 !
設定を変更すると、PROGRAM 画面や TONE 画面に「EDITED」
マークが表示されます。

「EDITED」が表示された状態で電源を切ったり、他のプログラム
を選んだり、TONE 画面で他のトーンを選んだりすると、設定変
更は取り消されます。設定を残しておきたいときは、［WRITE］ボ
タンを押してプログラムに保存してください（P.23）。

トーンをエディットする（デザイナー）
トーンは、デザイナー機能を使うことでよりきめ細かな音色の設定が
できます。

1.	SELECT［S1］～［S8］ボタンで ZONE を選び、［TONE 
DESIGNER］ボタンを押します。

選んだ ZONE の TONE DESIGNER MENU 画面（TWOrgan 音
色の場合は Tone Wheel & Designer Menu 画面）が表示され
ます。
デザイナー・メニューでは、Tone について設定したい大項目を選び
ます。

2.	カーソル・ボタンで設定したい項目を選び、［ENTER］ボタンを押
します。
各項目の設定画面が表示されます。

デザイナー・メニュー

Piano Designer
（一部のピアノ音色のみ）

ピアノのさまざまな音の要素を調節することによ
り、好みのピアノの音を作ることができます。

Tone Designer
（一部のピアノ音色以外）

音色の詳細設定をします。音色によって、設定
できるパラメーターが変わります。

Indiv. Voicing
（一部のピアノ音色のみ） 鍵ごとの音程、音量、音質を調整します。

Sym. Resonance
（一部のピアノ音色のみ）

ダンパー・ペダルを踏んだときの共鳴音
（シンパセティック・レゾナンス）を調節します。

Modulation FX Modulation FX に関するパラメーターを設定で
きます。

Tremolo /AMP Sim トレモロ、アンプ・シミュレーターに関するパラ
メーターを設定できます。

TONE WHEEL&De-
signer Menu

（TW-Organ 音色のみ）
TW-Organ 音色を調整します。

& �デザイナーについて、詳しくは『エフェクト・パラメーター・ガイド』
（PDF）をご覧ください。PDF の入手方法については、表紙の
「PDF マニュアルの入手方法」をご覧ください。

メモ
音色の種類によって、設定できる項目が異なります。

ご注意 !
設定を変更すると、PROGRAM 画面や TONE 画面に 「EDITED」
マークが表示されます。

「EDITED」が表示された状態で電源を切ったり、他のプログラム
を選んだり、TONE 画面で他のトーンを選んだりすると、設定変
更は取り消されます。設定を残しておきたいときは、［WRITE］ボ
タンを押してプログラムに保存してください（P.23）。
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オルガンの音を作る

ご注意 !
この設定は TW-Organ 音色を選んでいるときのみ操作が可能
です。

オルガンには、ハーモニック・バーという9 本のバーを前後にスライ
ドさせて、その組み合わせでさまざまな音色を作るものがあります。
各バーには異なるフィートが割り当てられていて、フィートによって音
の高さが決まっています。
RD-2000 は、このハーモニック・バーを使った音作りをシミュレート
し、LAYER LEVEL スライダーの操作でオルガン音色を作ることがで
きます。

「フィート」とは

フィートは、もともとパイプ・オルガンのパイプの長さに由来します。
各鍵盤の本来の音の高さ（基音）を生み出すパイプの長さは 8 フィー
トとされています。パイプの長さを半分に縮めると 1 オクターブ高
いピッチを生み出し、逆にパイプの長さを倍にすると 1 オクターブ低
いピッチを生み出します。
つまり、基音である 8’の 1 オクターブ下が 16’、1 オクターブ上が
4’、さらにその 1 オクターブ上が 2’になります。

1.	TW Organ 音色（ アイコンが表示されている音色）が割り当て
られた ZONE を SELECT［S1］～［S8］ボタンで選び、［SHIFT］
ボタンを押しながら「SCENE」ボタンを押します。

選んだ ZONE の Tone Wheel & Designer Menu 画面が表示さ
れます。

2.	LAYER LEVEL スライダーを動かします。
画面の表示と連動して音色が変わります。
カーソル［K］［J］ボタンで、パーカッション・スイッチのグループ
を切り替えることができます。

メモ
Percussion（パーカッション）は、音の立ち上がり部分にアタック
感のある音を加えて、音にメリハリを付けます。値によって立ち上
がりの音色が変わります。

パラメーター
［K］［J］

設定値
［DEC］［INC］ 値解説

Percussion
Switch

OFF パーカッションがつきません。

2nd 押した鍵盤の高さより1 オクターブ高い
音のパーカッションが鳴ります。

3rd 押した鍵盤の高さより1 オクターブと 5
度高い音のパーカッションが鳴ります。

Percussion
Volume

Soft パーカッションの音が小さくなり、ハーモ
ニック・バーは通常の音量になります。

Normal パーカッションは通常の音量になり、ハー
モニック・バーの音が小さくなります。

Percussion
Decay

Slow
パーカッションの減衰時間が長くなり
ます。
アタック感がやわらかくなります。

Fast
パーカッションの減衰時間が短くなり
ます。
アタック感のある、鋭い音になります。

ご注意 !
パーカッションをオンにすると、ハーモニック・バーの 1’の音は
出なくなります。

メモ

55 カーソル［K］［J］ボタンで、カーソルを Modulation FX、
Tremolo/Amp Simulator のメニュー項目に移動させること
もできます。

55 Modulation FX と Tremolo/Amp Simulator にカーソルが
あるときに、［ENTER］ボタンを押すと、各項目の設定画面
に移動することができます。エフェクト・パラメーターについ
て、詳しくは『パラメーター・ガイド』（PDF）をご覧ください。
PDF の入手方法については、表紙の「PDF マニュアルの入手
方法」をご覧ください。

55 TW-Organ 音色を選んでいるときに［TONE COLOR］つま
みを回すと、すべてのハーモニック・バーを同時に動かすこと
ができます。

オルガン音色のうねりを変える（ロータリー効果）
Tone Wheel & Designer Menu 画面を表示しているときは、ピッ
チ・ベンド・レバーでロータリー効果のうねりの速さを切り替えるこ
とができます。ロータリー効果とは、オルガンの音に回転スピーカー
を使ったときのようなうねりを付ける効果のことです。
ピッチ・ベンド・レバーを左右に動かすと、動かす方向に関係なく、ロー
タリー効果の速い／遅いが交互に設定されます。

メモ
このピッチ・ベンド・レバーの設定は Tone Wheel & Designer 
Menu 画面でのみ有効です。

各 ZONE の状態を表示する（ZONE の詳細画面）
ZONE の詳細画面は、各 ZONE の設定を一覧表示します。

1.	トーン画面やプログラム画面、シーン画面のときに［Enter］ボタ
ンを押します。
ZONE 1 ～ 8 の設定が表示されます。

明るい文字：	 ZONE が ON になっています。
暗い文字：	 ZONE が OFF になっています。

2.	［EXIT］ボタンを押して、元の画面に戻ります。

メモ
ZONE の詳細画面では設定を変更することができません。
画面を表示させたまま、音色を変更したり、モードを変えたりする
と画面は閉じられて、必要な画面表示に変わります。
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取扱説明書

音色設定をプログラムに保存する（プログラム・ライト）

1.	［WRITE］ボタンを押して、点灯させます。
PROGRAM NAME 画面が表示されます。

2.	カーソル［K］［J］ボタンで、文字を入力したい位置にカーソルを
動かします。

3.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルを使って、名前を
入力します。

操作 説明
［SHIFT］+［K］ボタン 一文字削除（DELETE）
［SHIFT］+［J］ボタン 一文字の空白を挿入（INSERT）
［H］［I］ボタン 大文字と小文字が切り替わる

4.	手順 2 〜 3 を繰り返して、名前を入力します。
5.	名前を入力し終えたら、［ENTER］ボタンを押します。
6.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルで、記憶先のプロ

グラム番号を選びます。

7.	保存先が決定したら、［ENTER］ボタンを押します。
確認のメッセージが表示されます。

8.	「OK」にカーソルを合わせ、［ENTER］ボタンを押します。
プログラムに保存されます。

ご注意 !
画面に「Executing...」と表示されている間は、決して電源を切ら
ないでください。

起動時に選ばれる音色を設定する（STARTUP）
RD-2000 をお気に入りの状態（音色）で起動させることができます。

1.	お好きな音色を選びます。
TONE の選びかた & 「トーンを選ぶ」（P.14）
PROGRAM の選びかた & 「プログラムを選ぶ」（P.15）

メモ
STARTUP に登録すると、［ONE TOUCH PIANO］ボタンを押
したときも呼び出されます。
PROGRAM を登録しても、TONE として呼び出されます。
PROGRAM を登録すると、PROGRAM NAME は破棄されます。

2.	［WRITE］ボタンを押しながら、［ONE TOUCH PIANO］ボタン
を押します。

3.	「OK」にカーソルを合わせ、［ENTER］ボタンを押します。
現在の設定が STARTUP に保存されます。
次に起動するときは、保存した STARTUP の状態（音色）で起動し
ます。

プログラムの順番を変える（プログラム・スワップ）
プログラムの順番を、お好みの順番に並び替えることができます。
ライブ演奏などで演奏する順序で並び替えをしておくと便利です。

1.	MENU 画面から、「Program Utility」 0 「Swap」を選びます。
Program Swap 画面が表示されます。

ご注意 !
以下の状態では、プログラム・スワップ機能が使えません。

55 Menu 画面、Write 画面、Demo 画面が表示されている。
55 RHYTHM、AUDIO PLAY、AUDIO REC が動作している。

2.	［INC］［DEC］ボタン、バリュー・ダイヤルで、入れ替え先のプ
ログラムを変更できます。
カーソルで、入れ替え元のプログラムを選び、他のプログラムに変
更することもできます。

3.	［ENTER］ボタンを押します。
確認のメッセージが表示されます。

4.	「OK」にカーソルを合わせ、［ENTER］ボタンを押してスワップを
実行します。
必要に応じて手順 2 〜 4 を繰り返します。
プログラム・スワップをキャンセルする場合は、［EXIT］ボタンを押
します。

メモ
プログラム・スワップが終了すると、入れ替え元のプログラム番
号が選ばれます。

ご注意 !
画面に「Executing...」と表示されている間は、決して電源を切ら
ないでください。
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多彩な機能を使って演奏する

リズムを鳴らす

1.	［RHYTHM/SONG］ボタンを押して、点灯させます。
Song または Rhythm 画面が表示されます。

［RHYTHM/SONG］ボタンを押すたびに、Song 画面と Rhythm 画
面が切り替わります。

2.	［RHYTHM/SONG］ボタンを何度か押して、RHYTHM 画面を表
示させます。

3.	［PLAY］ボタンを押して、点灯させます。
リズムが鳴り始めます。

［STOP/RESET］ボタンを押すと、リズムが止まります。

ご注意 !
リズムを鳴らしているときは、［SONG/RHYTHM］ボタンを押し
ても Song 画面に切り替わりません。

リズムのパターンを変える

1.	Rhythm 画面で、カーソルを画面のリズム番号に移動させます。
2.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルでパターンを選び、

［ENTER］ボタンを押します。

リズム・パターンについて、詳しくは『サウンド・リスト』（PDF）を
ご覧ください。PDF の入手方法については、表紙の「PDF マニュ
アルの入手方法」をご覧ください。

メモ
リズムのパターンごとに、おすすめのドラム・キットが選ばれます。

リズムのテンポや音量を変える

1.	Rhythm 画面で、カーソルを Tempo または Rhythm Volume に
移動させます。

2.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルで、テンポやリズ
ムの音量を変えます。

SUB OUTに出力する

1.	Rhythm 画面で、カーソルを Rhythm Output Assign に移動さ
せます。

2.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルで、出力先を変え
ます。

オーディオを録音する

USBメモリーを接続する

1.	USB メモリー（別売）を、本体背面にある USB MEMORY 端子
に接続します。

録音の準備

ご注意 !
オーディオ録音中は、USB メモリーを抜かないでください。USB
メモリー内のデータがすべて失われる可能性があります。

1.	演奏するトーンやプログラムを選びます（P.14、P.15）。
2.	［RHYTHM/SONG］ボタンを何度か押して、SONG 画面を表示

させます。
3.	［SHIFT］ボタンを押しながら［RHYTHM/SONG］ボタンを押して、

録音待機状態にします。
リズムが鳴っている場合は停止します。［RHYTHM/SONG］ボタン
が点灯、［PLAY］ボタンが点滅します。
録音を中止したいときは、［STOP/RESET］ボタンを押します。

録音を始める

1.	［PLAY］ボタンを押します。
［PLAY］ボタンが点灯し、録音が始まります。

録音を止める

1.	［STOP/RESET］ボタンを押します。
録音が止まり、USB メモリーに録音データが保存されます。

録音されるオーディオ・ファイル形式

拡張子 WAV
サンプリング周波数 44.1kHz
ビット数 16 ビット

録音したデータを削除する

1.	［PLAY］ボタンを押して、録音した曲を試聴します。
［STOP/RESET］ボタンを押すと、曲の再生が停止します。

2.	Song 画面でカーソルを Song Delete に合わせて「ENTER］ボタ
ンを押します。

3.	「OK」にカーソルを合わせ、［ENTER］ボタンを押します。

USBメモリーについて

新しい USB メモリーを使う場合は、まず RD-2000 で初期化
（フォーマット）してください。詳しくは「メモリーを初期化する
（フォーマット）」（P.26）をご覧ください。

ご注意 !

55 本体の電源を入れたまま、USB メモリーの抜き差しをしないで
ください。本体や USB メモリー内のデータが失われる可能性
があります。

55 市販の USB メモリーまたはローランドが販売している USB メ
モリーをお使いください。ただし、市販されているUSBメモリー
すべての動作を保証するものではありません。
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取扱説明書

USB メモリーのオーディオ・ファイルを再生する

メモ

55 USB メモリーに多数のソング・ファイルがある場合、読み込み
に時間がかかることがあります。

55 ファイル名には半角の英数字（1 バイト）を使ってください。
55 1 つのフォルダーにつき最大 200 ファイルまで認識します。

再生可能なWAV形式ファイル

サンプリング周波数 44.1kHz
ビット数 16 ビット

※	オーディオ・ファイルの Play Speed や Playback Transpose
を変更すると、RD-2000 に大きな負荷がかかり、鍵盤からの演
奏情報を処理しきれなくなることがあります。

再生する

1.	［RHYTHM/SONG］ボタンを押して、点灯させます。
Rhythm または Song 画面が表示されます。

［RHYTHM/SONG］ボタンを押すたびに、RHYTHM 画面と SONG
画面が切り替わります。

2.	［RHYTHM/SONG］ボタンを何度か押して、Song 画面を表示さ
せます。

3.	［PLAY］ボタンを押して点灯させると、オーディオ・ファイルが再
生されます。

［STOP/RESET］ボタンを押すと、オーディオ・ファイルの再生が止
まります。

ご注意 !
オーディオ・ファイルを鳴らしているときは、［RHYTHM/SONG］
ボタンを押しても Rhythm 画面に切り替わりません。

オーディオ・ファイルを選ぶ

1.	Song 画面で、カーソルを画面の曲番号に移動させます。
2.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルで、曲番号を選び

ます。
再生できる曲がないときは曲番号が「---」と表示され、［INC］［DEC］
ボタンは効きません。

フォルダーの中のオーディオ・ファイルを選ぶ

1.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルで、フォルダーを
選びます。
フォルダーのアイコンが表示されます。

2.	［ENTER］ボタンを押します。
フォルダーの中にあるオーディオ・ファイルが表示されます。

3.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルで、オーディオ・ファ
イルを選びます。
フォルダーの外に抜けるときは「up」を選び、［ENTER］ボタンを押
します。

メモ

55 ファイル名には半角の英数字（1 バイト）を使ってください。
55 1 つのフォルダーにつき最大 200 ファイルまで認識します。

オーディオ・ファイルを早送り／早戻しする

1.	Song 画面で、カーソルを Time Position に移動させます。
2.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルで、値を変えます。

表示に合わせて再生位置が変わります。

オーディオ・ファイルの再生の仕方を変える

1.	Song 画面で、カーソルを各項目に移動させます。
2.	［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルで、値を変えます。

パラメーター
［K］［J］

設定値
［DEC］［INC］ 説明

Speed 75% 〜 125% 曲の速度を変えて演奏することができ
ます。

Playback 
Transpose -6 〜 0 〜 5 曲の調を半音単位で変えて再生すること

ができます。

Time Position 00’00”～
再生開始の時間位置を指定します

（停止時）。
再生経過時間を表示します（再生中）。

Audio Volume 0 〜 127 オーディオ・ファイルの再生中の音量を
設定します。

Audio Output 
Assign MAIN、SUB オーディオの出力先を設定します。

Center Cancel OFF、ON
中央で鳴っている音（ボーカルや、メロ
ディー楽器の音など）を小さくして再生
することができます。

Play Mode
ONE SONG 曲を再生すると、1 曲だけ再生されて、

再生が終わると停止します。

ALL SONG USB メモリーの曲が連続して再生され
ます。

曲名を変える

1.	Song 画面で、カーソルを Song Rename に合わせて［ENTER］
ボタンを押します。

2.	カーソル［K］［J］ボタンで、文字を入力したい位置にカーソルを
動かします。

3.	必要に応じて、［DEC］［INC］ボタンまたはバリュー・ダイヤルを
使って名前を入力します。

操作 説明
［SHIFT］+［K］ボタン 一文字削除（DELETE）
［SHIFT］+［J］ボタン 一文字の空白を挿入（INSERT）
［H］［I］ボタン 大文字と小文字が切り替わる

ご注意 !
「.（ドット）」から始まるオーディオ・ファイルは保存できません。
名前の頭に「.（ドット）」を使わないでください。

4.	手順 2 〜 3 を繰り返します。
［EXIT］ボタンを押すと、リネーム作業を中止し、元の画面に戻ります。

5.	［ENTER］ボタンを押します。
確認のメッセージが表示されます。

6.	「OK」にカーソルを合わせ、［ENTER］ボタンを押します。
曲名が確定します。

曲を削除する

1.	Song 画面でカーソルを Song Delete に合わせて［ENTER］ボタ
ンを押します。
確認のメッセージが表示されます。

2.	「OK」にカーソルを合わせ、［ENTER］ボタンを押します。
曲が削除されます。

ご注意 !

55 削除中は、決して電源を切らないでください。
55 削除中は、USB メモリーを抜かないでください。
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便利な機能

Menu 画面を表示する

パラメーターの選びかた

1.	［MENU］ボタンを押します。

2.	カーソル・ボタンで設定したい項目を選び、［ENTER］ボタンを押
します。
各項目の設定画面が表示されます。

3.	設定したいパラメーターを選び、［DEC］［INC］ボタンまたはバ
リュー・ダイヤルで値を変更します。

4.	設定が終わったら、［EXIT］ボタンを何回か押して TONE 画面ま
たは PROGRAM 画面に戻ります。

メモ
以下の設定は、各設定画面で［WRITE］ボタンを押すと
RD-2000 に共通の設定として記憶されます。

55 System

設定できる項目

Program Edit プログラムをエディットします。
Program Utility プログラム・ファイルや曲の管理をします。

Scene Utility シーンを初期化したり、メモを入力したりでき
ます。

Ext Label Edit External ZONE にラベルをつけることができま
す。各画面で外部機器名として表示されます。

Local Control コントローラー部と音源との接続を設定します。

System RD-2000 全体の動作環境に関する設定をし
ます。

Utility
RD-2000の演奏を外部シーケンサーに録音する
ときの設定や、RD-2000 本体や USB メモリーの
初期化をします。

Demo Play デモ・ソングを再生します。

システムの設定（システム）
RD-2000全体の動作環境に関する設定を、システム設定といいます。

1.	MENU 画面で「SYSTEM」を選び、［ENTER］ボタンを押します。
SYSTEM EDIT 画面が表示されます。

2.	カーソル［K］［J］ボタンで、タブを切り替えます。

パラメーター
［H］［I］

設定値
［DEC］［INC］ 説明

SYSTEM タブ

Master Tune 415.3 〜 440.0
〜 466.2［Hz］ 他の楽器と音の高さを合わせる

Control Destina-
tion

SELECT、
PROGRAM

つまみなどのコントローラーの操作対象
SELECT：選んだ ZONE のみ
PROGRAM：プログラムの設定

EQ Mode PROGRAM、
REMAIN

プログラムを切り替えたとき、プログラム
の設定に従う（PROGRAM）か、切り替
わる前の設定を引き継ぐ（REMAIN）か
を決める

Select Button 
Mode

PROGRAM、
REMAIN

Pedal Mode PROGRAM、
REMAIN

Wheel Mode PROGRAM、
REMAIN

Assign 1-9 Mode PROGRAM、
REMAIN

パラメーター
［H］［I］

設定値
［DEC］［INC］ 説明

Delay Mode PROGRAM、
REMAIN プログラムを切り替えたとき、プログラム

の設定に従う（PROGRAM）か、切り替
わる前の設定を引き継ぐ（REMAIN）か
を決める

Reverb Mode PROGRAM、
REMAIN

Rhythm Mode PROGRAM、
REMAIN

Key Touch Mode
TONE/
PROGRAM、
REMAIN

トーンやプログラムを変えたと
き、トーンやプログラムの設定に従う

（TONE/PROGRAM）か、切り替わる
前の設定を引き継ぐ（REMAIN）かを決
める

Tone/Program 
Remain OFF、ON 音色を変えても発音中の音を残す

Tone Ext Zone 
Remain OFF、ON トーンを変えても External ZONE の設定

を引き継ぐ
Program Control 
Channel OFF、1 ～ 16 プログラム・チェンジ情報でプログラムを

切り替える

USB Driver VENDER、
GENERIC USBドライバー

USB MIDI Thru 
Switch OFF、ON USB MIDI Thru スイッチ

MIDI OUT2 Port 
Mode OUT、THRU MIDI THRU/OUT 2 端子の機能を選ぶ

Damper Polarity STANDARD、
REVERSE

ペダルの極性を切り替える
FC1 Polarity STANDARD、

REVERSE

FC2 Polarity STANDARD、
REVERSE

EXT Pedal 
Polarity

STANDARD、
REVERSE

Temperament

EQUAL、JUST 
MAJ、JUST 
MIN、PYTHAG-
OREAN、
KIRNBERGER、
MEANTONE、
WERCKMEIS-
TER、ARABIC

調律法を設定する

Temperament 
Key C ～ B 主音を設定します

Clock Out OFF、ON 同期情報を送る
Hi-Res Velocity 
Out OFF、ON 高解像度ベロシティーの情報を送信する

Rhythm MIDI 
Output Port

ALL、OUT1、
OUT2、USB Rhythm の MIDI 出力する端子を選ぶ

Rhythm MIDI Out 
Channel OFF、1 ～ 16 Rhythm の MIDI 出力するチャンネルを

選ぶ

Audio Volume 0 ～ 127 オーディオ・ファイルの再生音量を調節
する

Output Mix/
Parallel MIX、PARALLEL & �「MAIN OUT 端子から一時的に出力

する」（P.19）
LCD Brightness 1 ～ 10 ディスプレイの明るさを調節する

Auto Off OFF、30［min］、
240［min］

一定時間が経つと自動で電源が切れるよう
にする

システム設定を保存する

1.	SYSTEM EDIT 画面で［WRITE］ボタンを押します。
確認のメッセージが表示されます。

2.	「OK」にカーソルを合わせ、［ENTER］ボタンを押します。
キャンセルするときは、［EXIT］ボタンを押します。

メモリーを初期化する（フォーマット）
ユーザー・メモリーにあるすべてのプログラム・ファイルを削除したり、
USBメモリーをRD-2000で使用できるように初期化したりすることを、

「フォーマット」といいます。
USBメモリーはRD-2000の形式に合っていないと、RD-2000で使用
することはできません。
新しい USB メモリーを使う場合は、フォーマットをしてください。
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取扱説明書

ご注意 !
フォーマットすると、USB メモリーに保存されている内容はすべて
消えてしまいます。初期化する前に必ず、USB メモリーに残して
おきたいデータが入っていないか確認してください。

1.	MENU 画面で「Utility」を選び、［ENTER］ボタンを押します。
2.	「Format USB Memory」を選び、［ENTER］ボタンを押します。

確認のメッセージが表示されます。

フォーマットを中止するときは、［EXIT］ボタンを押します。

3.	フォーマット実行するときは、[ENTER} ボタンを押します。
4.	「OK」にカーソルを合わせ［ENTER］ボタンを押して、フォーマッ

トを実行します。

ご注意 !

55 画面に「Executing..」と表示されている間は、決して電源を
切らないでください。

55 読み込み中や書き込み中は、絶対に電源を切ったり、USB メ
モリーを抜いたりしないでください。

工場出荷時の設定に戻す（ファクトリー・リセット）
RD-2000 に記憶した設定を工場出荷時の設定に戻すことができ
ます。

1.	MENU 画面で「Utility」を選び、［ENTER］ボタンを押します。
2.	「Factory Reset」を選びます。
3.	［ENTER］ボタンを押します。

確認のメッセージが表示されます。

4.	「OK」にカーソルを合わせ、［ENTER］ボタンを押します。
ファクトリー・リセットを実行します。
Factory Reset を実行したときは、RD-2000 の電源を入れ直します。

ご注意 !
実行中は「Executing... Don’t Power OFF」と表示されます。
決して電源を切らないでください。

一定時間が経つと自動で電源が切れるようにする
（オート・オフ）

& �詳しくは、「自動で電源を切りたくない場合は、「オート・オフ」
の設定をオフにしてください」（P.11）をご覧ください。

デモ・ソングを聴く
RD-2000 には、特長を活かしたデモ・ソングが内蔵されています。

ご注意 !

55 これらのデモ・ソングを個人で楽しむ以外に権利者の許諾なく
使用することは、法律で禁じられています。

55 デモ・ソングの演奏データは MIDI OUT 端子からは出力され
ません。

55 デモ・モードに入ると、各種設定は電源投入時の状態になり
ます。残しておきたい設定は、プログラムに記憶してください

（P.23）。
55 デモ・ソングの演奏中は、鍵盤を弾いても音は鳴りません。

1.	［SPLIT］ボタンを押しながら［TRANSPOSE］ボタンを押します。
デモ画面が表示されます。

2.	カーソル・ボタンでデモ・ソングを選びます。
3.	［ENTER］ボタンを押して、デモ・ソングの再生を始めます。
4.	デモ・ソングを途中で止めるときは、［ENTER］ボタンを押します。

曲が止まっているときに［EXIT］ボタンを押すと、TONE 画面に戻ります。

RD-2000 のデータを USB メモリーへバックアップする
（Backup Save）

1.	UTILITY 画面で「Backup Save」を選び、［ENTER］ボタンを押
します。
BACKUP SAVE 画面が表示されます。

2.	ファイル・ネームを入力します。

メモ
ネーム入力の操作については、「音色設定をプログラムに保存する

（プログラム・ライト）」（P.23）をご覧ください。

3.	ファイル・ネームが決まったら、［ENTER］ボタンを押します。
確認画面が表示されます。
中止するときは、［EXIT］ボタンを押します。

4.	「OK」にカーソルを合わせ、［ENTER］ボタンを押します。
バックアップが完了するとメッセージが表示されます。

USB メモリーへバックアップしたデータを本体に戻す
（Backup Load）

バックアップしたデータを本体へ書き戻します。
RD-800 で作成した Live Set File を読み出すこともできます。

ご注意 !

55 ロードを実行すると、すべてのユーザー・データは書き替えら
れます。本体に大切なデータが保存されているときは、ロード
をする前に、別の名前を付けて USB メモリーにバックアップし
てください。

55 画面に「Processing...」と表示されている間は、絶対に電源
を切ったり、USB メモリーを抜いたりしないでください。

1.	UTILITY 画面で「Backup Load」にカーソルを合わせ、［ENTER］
ボタンを押します。
BACKUP LOAD 画面が表示されます。

2.	ロードするファイルを、［DEC］［INC］ボタンやバリュー・ダイヤ
ルで選びます。

3.	Load System Parameters を、［DEC］［INC］ボタンやバリュー・
ダイヤルで選びます。
NO の場合：プログラム／シーンは読み込みますが、システム設定
は読み込まれません。
YES の場合：プログラム／シーンに加え、システム設定も読み込ま
れます。

ご注意 !
RD-800 の Live Set File を選んだ場合は、設定に関係なくシステ
ム設定は読み込みません。

4.	［ENTER］ボタンを押します。
確認画面が表示されます。
中止するときは、［EXIT］ボタンを押します。

5.	「OK」にカーソルを合わせ、［ENTER］ボタンを押します。
ロードが終了するとメッセージが表示されます。
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ショートカット一覧
※	「［A］+［B］」は、「［A］ボタンを押しながら［B］ボタンを押す」という操作を表します。

ショートカット 説明 ページ
基本操作

［SHIFT］+［DEC］［INC］、バリュー・ダイヤル 値の変化が大きくなります。トーン変更時は、カテゴリーの先頭音色を選べます。また、プ
ログラム変更時は、バンクの先頭音色を選べます。 P.14

［SHIFT］+［K］［J］ ZONE Edit 画面を表示しているとき、タブを移動します。 P.21
トーン、プログラムのエディット

［TRANSPOSE］+ 鍵盤、［DEC］［INC］、バリュー・ダ
イヤル 鍵盤全体のトランスポーズ値を設定します。 P.14

［SPLIT］+ 鍵盤 スプリット・ポイントを設定します。 P.15

［RHYTHM/SONG］+［DEC］［INC］
リズム選択時は、リズム・ボリュームを設定します。
オーディオ曲選択時はオーディオ・ボリュームを設定します。 P.25

［SHIFT］+ ZONE LEVEL スライダー ZONE EDIT 画面の VOL（Volume）項目にジャンプします。
［SHIFT］+［TRANSPOSE］ ZONE EDIT 画面の C Tune（Coarse Tune）項目にジャンプします。
［SHIFT］+［SPLIT］ ZONE EDIT 画面の KR LWR（Keybaord Range Lo）項目にジャンプします。
［SHIFT］+ SELECT［1］～［8］、［USB AUDIO］ ZONE EDIT 画面にジャンプします。
［SHIFT］+ INT［1］～［8］ 選んだ ZONE の INTERNAL/EXTERNAL アサインを入れ替えます。
［SHIFT］+［USB AUDIO］ SYSTEM EDIT 画面の「USB AUDIO］タブへジャンプします。
［SHIFT］+［SCENE］ Tone Wheel Organ 音色において、HARMONIC BAR モードを ON にします。
［EXIT］+ ZONE LEVEL スライダー［1］～［8］、
USB-AUDIO スライダー、つまみ

各スライダー、つまみの現在値を表示し、設定値にあわせることができます
（Status & Catch）。

［SHIFT］+［STOP/RESET］ すべてのパートに ALL NOTE OFF を送信します（PANIC 機能）。
リバーブ

［SHIFT］+ REVERB つまみ REVERB 画面にジャンプします。 P.16
トーン・カラー

［SHIFT］+ TONE COLOR つまみ ZONE EDIT 画面の TON CLR（Tone Color Control Destination）項目にジャンプし
ます。 P.20

EQ ／ディレイ／アサイン
［SHIFT］+ 各 EQ つまみ（LOW、MID2、MID3、
HIGH） EQ 画面にジャンプします。 P.17

［SHIFT］+ 各 DELAY つまみ（TYPE、LEVEL、
FEEDBACK、TIME） DELAY 画面にジャンプします。 P.16

［SHIFT］+ 各 ASSIGN つまみ（1 ～ 8） PROGRAM EDIT の ASSIGN 画面の KNOB 1 ～ 8 項目にジャンプします。
P.17

［SHIFT］+ ASSIGN［9］ PROGRAM EDIT の ASSIGN 画面の SWITCH 9 項目にジャンプします。
モジュレーション FX

［SHIFT］+ MOD FX［TYPE］、［DEPTH］、［RATE］
つまみ

Modulation FX Control Destination で選ばれている ZONE の Modulation FX 画面
にジャンプします。

［SHIFT］+ MOD FX［ON/OFF］ ZONE EDIT 画面の MOD FX（Modulation FX Control Destination）項目にジャンプ
します。

トレモロ／アンプ・シミュレーター
TREMOLO［ON/OFF］+［DEC］［INC］、バリュー・
ダイヤル SELECT（または Tremolo/Amp Control Destination）で選ばれている ZONE のトレ

モロ／アンプ・シミュレーター・タイプを変えます。 P.17
AMP SIM［ON/OFF］+［DEC］［INC］、バリュー・
ダイヤル

［SHIFT］+ TREMOLO［TYPE］、［DEPTH］、［RATE］
つまみ ZONE EDIT 画面の Tremolo/Amp Simulator 画面にジャンプします。

［SHIFT］+ AMP SIM［DRIVE］つまみ
［SHIFT］+ TREMOLO［ON/OFF］ ZONE EDIT 画面の TR/AMP（Tremolo/Amp Control Destination）項目にジャンプ

します。［SHIFT］+ AMP SIM［ON/OFF］
ピッチ・ベンド・レバー、モジュレーション・レバー

［SHIFT］+ ピッチ・ベンド・レバー ZONE EDIT 画面の PCH BND（Pitch Bend Control Switch）項目にジャンプします。
［SHIFT］+ モジュレーション・レバー ZONE EDIT 画面の MOD CTL（Modulation Control Switch）項目にジャンプします。
モジュレーション・ホイール 1 ／ 2

［SHIFT］+［MOD WHEEL 1/2］ PROGRAM EDIT の ASSIGN 画面、MOD WHEEL 項目へジャンプします。
ペダル

［SHIFT］+ ペダル（DAMPER） ZONE EDIT 画面の Damper（Damper Control Switch）項目にジャンプします。
［SHIFT］+ ペダル（FC1、FC2、EXT） Pedal 画面にジャンプします。
パネル・ロック

［MENU］+［ENTER］ パネル・ロックします。 P.14
名前入力操作

［H］［I］ボタン 大文字と小文字が切り替わります。
P.23、P.25［SHIFT］+［K］ 一文字削除します（DELETE）。

［SHIFT］+［J］ 一文字の空白を挿入します（INSERT）。
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お問い合わせの窓口

最新サポート情報
製品情報、イベント／キャンペーン情報、サポートに関する情報など

ローランドお客様相談センター

ボス・ホームページ https://www.boss.info/jp/
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